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4  緑化植物の供給体制の現状把握 
地域性在来緑化植物の供給体制の現状を把握するため、（社）日本植木協会、（社）日本種

苗協会、全国山林種苗協同組合連合会に対して表 4.1の調査を実施した。 
これらの調査結果等について、対象団体ごとに整理する。 

 
表  4.1 調査内容  

調査内容 （社）日本植木協会 （社）日本種苗協会 全国山林種苗協同

組合連合会 
生産又は供給等の実績に関す

る調査 ●  ●  ●  

今後の生産又は供給可能性、

問題点や要望等に関する調査 
●  ●   

 
4.1  （社）日本植木協会における供給体制の現状 

（社）日本植木協会では、地域性苗木生産研究会会員を中心に「地域性苗木」の生産を実

施している。 
この「地域性苗木」に関する平成19年の供給可能量を以下に整理する。また、地域性苗木

生産研究会会員を対称に実施したアンケート結果に基づき、今後の供給可能性や生産・供給

に関する現状及び問題点・要望を以下に整理する。 
 

4.1.1  地域性苗木の供給可能量  
平成19年10月現在における地域性苗木の供給可能量は、針葉樹が9種（19,050株）、常緑高

木が38種（399,374株）、落葉高木が109種（419,928株）、常緑低木が21種（64,190株）、半常

緑低木が4種（17,990株）、落葉低木が77種（222,224株）、草本が4種（1,100株）、常緑つる

性が1種（40株）、落葉つる性が3種（600株）であり、合計約114万本が供給可能となってい

る。 
供給可能種ごとの供給可能量の一覧を表 4.2～表 4.10に示す。また、地方別の供給可能量

を以降に示す。なお、現在、生産している地域性苗木に関しては、地域性苗木としてふさわ

しいか否か検討中となっている樹種も含まれている。 
また、地域性苗木の寸法規格について、（社）日本植木協会では、「生物多様性と系統的遺

伝子資源の保全目的の苗を作るため、①優良系統選抜（母樹主義）からの脱却、②樹高によ

る価格決定から樹齢による価格決定へ、③根系の発達する苗木育成への転換を目指し、寸法

規格は樹齢に重きを置き、樹高は上下50％前後としている。 
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表  4.2 供給可能量［針葉樹］  

 植物種名 
供給可能量

（株） 
 植物種名 

供給可能量

（株） 
 植物種名 

供給可能量

（株） 

1 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 8,700 4 ｱｽﾅﾛ 1,720 7 ﾈｽﾞﾐｻｼ 250 

2 ｲﾁｲ 4,730 5 ﾂｶﾞ 1,000 8 ｺｳﾔﾏｷ 100 

3 ｶﾔ 2,000 6 ｱｶｴｿﾞﾏﾂ 500 9 ﾓﾐ 50 

   総計 19,050 

（平成19年10月現在） 
 

表  4.3 供給可能量［常緑高木］  

 植物種名 
供給可能

量（株） 
 植物種名 

供給可能

量（株） 
 植物種名 

供給可能

量（株） 

1 ｳﾊﾞﾒｶﾞｼ 48,400 14 ﾓﾁﾉｷ 7,200 27 ﾓｯｺｸ 504 

2 ﾔﾏﾓﾓ 43,650 15 ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ 6,750 28 ｶｺﾞﾉｷ 500 

3 ｱﾗｶｼ 42,600 16 ｶｸﾚﾐﾉ 6,500 29 ｲﾇﾂｹﾞ 400 

4 ｸﾛｶﾞﾈﾓﾁ 40,250 17 ﾋﾒﾕｽﾞﾘﾊ 4,860 30 ｱｶｶﾞｼ 280 

5 ﾀﾌﾞﾉｷ 29,400 18 ｿﾖｺﾞ 3,500 31 ﾊｸｻﾝﾎﾞｸ(ﾔﾏﾃﾗｼ) 200 

6 ﾈｽﾞﾐﾓﾁ 24,250 19 ﾊﾏﾋﾞﾜ 2,915 32 ｲﾇｶﾞｼ 100 

7 ｻｶｷ 23,700 20 ﾂｸﾊﾞﾈｶﾞｼ 1,900 33 ｼｲﾉｷ 100 

8 ｼﾗｶｼ 21,600 21 ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ 1,650 34 ﾅﾅﾐﾉｷ 100 

9 ｽﾀﾞｼﾞｲ 21,500 22 ﾀﾗﾖｳ 1,500 35 ﾔﾏｳﾙｼ 100 

10 ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ 20,095 23 ｳﾗｼﾞﾛｶﾞｼ 1,100 36 ﾔﾏﾓｶﾞｼ 100 

11 ｼﾛﾀﾞﾓ 16,550 24 ｲﾁｲｶﾞｼ 1,020 37 ﾘﾝﾎﾞｸ 50 

12 ﾏﾃﾊﾞｼｲ 13,000 25 ﾋｲﾗｷﾞ 1,000 38 ﾊﾅｶﾞｶﾞｼ 50 

13 ｼｷﾐ 11,000 26 ﾕｽﾞﾘﾊ 1,000   総計 399,374 

（平成19年10月現在） 
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表  4.4 供給可能量［落葉高木］  

 植物種名 
供給可能

量（株） 
 植物種名 

供給可

能量

（株） 

 植物種名 
供給可能

量（株） 

1 ｺﾅﾗ 69,468 38 ｼﾗｶﾊﾞ 1,570 75 ﾊｾﾞﾉｷ 400 

2 ﾌﾞﾅ 45,340 39 ﾍﾗﾉｷ 1,500 76 ｸﾏﾉﾐｽﾞｷ 380 

3 ﾅﾅｶﾏﾄﾞ 21,475 40 ﾐｽﾞｷ 1,440 77 ｵｵﾔﾏｻﾞｸﾗ 350 

4 ｹﾔｷ 19,850 41 ﾏﾝｻｸ 1,320 78 ﾐﾂﾃﾞｶｴﾃ゙  330 

5 ﾔﾏｻﾞｸﾗ 16,000 42 ｷﾊﾀﾞ 1,220 79 ｱﾗｶｼ 300 

6 ｶﾂﾗ 15,720 43 ｱｵﾊﾀﾞ 1,150 80 ｵｵﾊﾞﾔｼｬﾌﾞｼ 300 

7 ﾈﾑﾉｷ 15,350 44 ﾄﾈﾘｺ 1,150 81 ｶｼﾞｶｴﾃ゙  300 

8 ｶｽﾐｻﾞｸﾗ 14,600 45 ﾅﾂﾂﾊﾞｷ 1,020 82 ｶﾏﾂｶ 300 

9 ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 13,100 46 ｶﾗｽｻﾞﾝｼｮｳ 1,000 83 ｾﾝﾀﾞﾝ 300 

10 ﾔﾁﾀﾞﾓ 12,263 47 ｱｽﾞｷﾅｼ 950 84 ﾊﾙﾆﾚ 300 

11 ﾔﾏﾎﾞｳｼ 11,868 48 ｴｿﾞｴﾉｷ 950 85 ﾐｽﾞﾒ 300 

12 ｱｶｼﾃﾞ 11,460 49 ｶﾅｸｷﾞﾉｷ 915 86 ﾔﾏﾄｱｵﾀﾞﾓ 300 

13 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ 10,985 50 ﾑｸﾛｼﾞ 800 87 ｳﾗｼﾞﾛﾉｷ 250 

14 ｶｼﾜ 10,860 51 ｹﾝﾎﾟﾅｼ 779 88 ｼﾅﾉｷ 250 

15 ﾊﾏﾎﾞｳ 9,000 52 ｼﾗｷ 758 89 ｺﾞﾝｽﾞｲ 232 

16 ｴｺﾞﾉｷ 8,580 53 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 750 90 ｵｵﾊﾞｱｻｶﾞﾗ 210 

17 ﾐｽﾞﾅﾗ 6,680 54 ｱｷﾆﾚ 750 91 ｱｻｶﾞﾗ 200 

18 ｱﾍﾞﾏｷ 6,600 55 ﾀﾑｼﾊﾞ 750 92 ｴﾝｺｳｶｴﾃﾞ 200 

19 ｱｵﾀﾞﾓ 6,082 56 ﾏﾙﾊﾞｱｵﾀﾞﾓ 684 93 ｶｶﾂｶﾞﾕ 200 

20 ｴﾉｷ 5,830 57 ｴｿﾞﾉｺﾘﾝｺﾞ 670 94 ﾁｼｬﾉｷ 200 

21 ｺﾌﾞｼ 5,790 58 ｺｼｱﾌﾞﾗ 600 95 ﾒｸﾞｽﾘﾉｷ 200 

22 ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ 5,648 59 ﾉｸﾞﾙﾐ 600 96 ｲｲｷﾞﾘ 160 

23 ﾍﾞﾆﾔﾏｻﾞｸﾗ 5,360 60 ﾎｵﾉｷ 595 97 ｲｿﾉｷ 160 

24 ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 3,960 61 ｵﾆｸﾞﾙﾐ 594 98 ｻﾞｲﾌﾘﾎﾞｸ 150 

25 ﾏﾕﾐ 3,700 62 ﾁﾄﾞﾘﾉｷ 552 99 ｱﾜﾌﾞｷ 110 

26 ｵｵﾓﾐｼﾞ 3,600 63 ﾑｸﾉｷ 550 100 ｲﾇﾌﾞﾅ 110 

27 ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 3,140 64 ｽﾞﾐ 530 101 ｺﾞﾏｷﾞ 100 

28 ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ 3,120 65 ﾊｸｳﾝﾎﾞｸ 500 102 ﾀﾁﾔﾅｷﾞ 100 

29 ｸﾘ 2,550 66 ﾋﾒｼｬﾗ 500 103 ﾀﾏﾐｽﾞｷ 100 

30 ﾄﾁﾉｷ 2,370 67 ﾔﾏﾊｾﾞ 500 104 ｱｻﾉﾊｶｴﾃﾞ 80 

31 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 2,185 68 ｻﾜｸﾞﾙﾐ 490 105 ｺﾐﾈｶｴﾃﾞ 50 

32 ｲﾇｼﾃﾞ 2,135 69 ﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ 490 106 ﾈｺﾉﾁﾁ 50 

33 ｸﾏｼﾃﾞ 2,120 70 ﾋｶﾞﾝｻﾞｸﾗ 480 107 ｵﾄｺﾖｳｿﾞﾒ 40 

34 ｶﾗｺｷﾞｶｴﾃﾞ 2,090 71 ﾅﾗｶﾞｼﾜ 460 108 ｺｳﾔﾐｽﾞｷ 10 

35 ｳﾘｶｴﾃﾞ 1,810 72 ﾌｻｻﾞｸﾗ 440 109 ﾂｸｼｵｵﾅﾗ 10 
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 植物種名 
供給可能

量（株） 
 植物種名 

供給可

能量

（株） 

 植物種名 
供給可能

量（株） 

36 ﾂﾘﾊﾞﾅ 1,750 73 ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ 400  総計 419,928 

37 ﾘｮｳﾌﾞ 1,650 74 ｲﾇｻﾞｸﾗ 400  

（平成19年10月現在） 
 

表  4.5 供給可能量［常緑低木］  

  植物種名 
供給可能量

（株） 

 
植物種名 

供給可能量

（株） 

 
植物種名 

供給可能量

（株） 

1 ﾊﾏﾋｻｶｷ 18,425 8 ﾔﾁﾀﾞﾓ 1,500 15 ｱｾﾋﾞ 350 

2 ﾄﾍﾞﾗ 12,375 9 ｳﾊﾞﾒｶﾞｼ 1,200 16 ﾌｼﾞﾂﾂｼﾞ 170 

3 ﾋｻｶｷ 8,150 10 ﾅﾝﾃﾝ 1,000 17 ﾎｿﾊﾞｼｬｸﾅｹﾞ 170 

4 ﾐﾔﾏｼｷﾐ 7,500 11 ﾕｷﾂﾊﾞｷ 1,000 18 ﾌﾕｲﾁｺﾞ 150 

5 ｼｬｼｬﾝﾎﾞ 4,250 12 ｴｿﾞﾕｽﾞﾘﾊ 800 19 ﾏﾙﾊﾞｼｬﾘﾝﾊﾞｲ 100 

6 ｲﾇﾂｹﾞ 3,200 13 ﾋｶｹﾞﾂﾂｼﾞ 800 20 ﾊｸｻﾝｼｬｸﾅｹﾞ 40 

7 ﾅﾜｼﾛｸﾞﾐ 2,500 14 ｸﾁﾅｼ 500 21 ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ 10 

   総計 64,190 

（平成19年10月現在） 
 

表  4.6 供給可能量［半常緑低木］  

  植物種名 供給可能量（株） 

1 ﾔﾏﾂﾂｼﾞ 14,640 

2 ﾓﾁﾂﾂｼﾞ 2,050 

3 ｻﾀﾂﾂｼﾞ 1,000 

4 ｵｵﾔﾏﾂﾂｼﾞ 300 

 総計 17,990 

（平成19年10月現在） 
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表  4.7 供給可能量［落葉低木］  

 植物種名 
供給可能

量（株） 

 
植物種名 

供給可能

量（株） 

 
植物種名 

供給可能

量（株） 

1 ﾊﾏﾅｽ 75,000 27 ﾉﾘｳﾂｷﾞ 950 53 ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ 158 

2 ｱｷｸﾞﾐ 28,050 28 ｶﾊﾞﾚﾝｹ゙  885 54 ﾁｮｳｼﾞｶﾞﾏｽﾞﾐ 150 

3 ｶﾞﾏｽﾞﾐ 16,720 29 ｲｿﾉｷ 600 55 ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ 150 

4 ﾕｷﾔﾅｷﾞ 11,100 30 ｺｶﾞｸｳﾂｷﾞ 600 56 ﾀﾝﾅｻﾜﾌﾀｷﾞ 130 

5 ﾋﾒｳﾂｷﾞ 8,400 31 ﾔﾌﾞﾃﾞﾏﾘ 570 57 ﾆﾜﾄｺ 130 

6 ｺﾏﾕﾐ 7,850 32 ｷﾌﾞｼ 550 58 ｺｺﾞﾒｳﾂｷﾞ 116 

7 ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ 7,590 33 ﾚﾝｹﾞﾂﾂｼ゙ (ｶﾊﾞﾚﾝｹﾞ) 500 59 ｱｼﾀｶﾂﾂｼﾞ 100 

8 ﾔﾏﾊｷﾞ 6,000 34 ﾀﾞﾝｺｳﾊﾞｲ 450 60 ｵｵｶﾒﾉｷ 100 

9 ｼﾛﾓｼﾞ 5,300 35 ｻﾜﾌﾀｷﾞ 440 61 ｷﾖｽﾐﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼ゙  100 

10 ﾅﾂﾊｾﾞ 5,100 36 ﾔﾏｺｳﾊﾞｼ 430 62 ｸﾏｲﾁｺﾞ 100 

11 ｺﾊﾞﾉｶﾞﾏｽﾞﾐ 4,932 37 ﾅｶﾞﾊﾞﾉｺｳﾔﾎﾞｳｷ 408 63 ｺｱﾌﾞﾗﾂﾂｼﾞ 100 

12 ｳﾂｷﾞ 4,700 38 ﾎｻﾞｷｼﾓﾂｹ 400 64 ﾇﾙﾃﾞ 100 

13 ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 3,626 39 ｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ 300 65 ﾏﾝｻｸ 100 

14 ｶﾝﾎﾞｸ 3,530 40 ｺｳｿﾞ 300 66 ﾐﾔﾏﾊﾊｿ 100 

15 ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ 3,450 41 ﾏﾙﾊﾞﾉｷ 300 67 ｳﾗｼﾞﾛｳﾂｷﾞ 80 

16 ﾀﾆｳﾂｷﾞ 2,700 42 ﾔﾏｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ 250 68 ﾆｶﾞｲﾁｺﾞ 60 

17 ｳﾒﾓﾄﾞｷ 2,696 43 ｲﾌﾞｷｼﾓﾂｹ 200 69 ﾀﾗﾉｷ 50 

18 ｸﾛﾓｼﾞ 2,100 44 ｸｻｷﾞ 200 70 ﾌｼﾞｳﾂｷﾞ 50 

19 ｶﾏﾂｶ 2,056 45 ｺﾊﾞﾝﾉｷ 200 71 ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ 45 

20 ﾄｻﾐｽﾞｷ 2,044 46 ｼﾛｻﾜﾌﾀｷﾞ 200 72 ｷｶﾞﾝﾋﾟ 30 

21 ﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ 1,700 47 ﾀﾏｱｼﾞｻｲ 200 73 ﾅﾜｼﾛｲﾁｺﾞ 30 

22 ﾂｸﾊﾞﾈｳﾂｷﾞ 1,650 48 ﾆｼｷｳﾂｷﾞ 200 74 ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ(白花） 20 

23 ﾔﾏｱｼﾞｻｲ 1,050 49 ﾊﾅｲｶﾀﾞ 200 75 ﾈｼﾞｷ 20 

24 ｲﾇﾋﾞﾜ 1,000 50 ﾐﾂﾊﾞｳﾂｷﾞ 200 76 ｶｲﾅﾝｻﾗｻﾄﾞｳﾀﾞﾝ 15 

25 ﾔﾌﾞﾑﾗｻｷ 970 51 ﾐﾔﾏｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ 200 77 ﾅｶﾞﾊﾞﾓﾐｼ゙ ｲﾁｺﾞ 13 

26 ｲﾎﾞﾀﾉｷ 950 52 ｱｶﾔｼｵ 180  総計 222,224 

（平成19年10月現在） 
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表  4.8 供給可能量［草本］  

  植物種名 供給可能量株） 

1 ﾂﾜﾌﾞｷ 860 

2 ﾔﾌﾞﾗﾝ 100 

3 ﾕｷﾉｼﾀ 100 

4 ｾﾄｳﾁｷﾞﾎﾞｳｼ 40 

  総計 1,100 

               （平成19年10月現在） 
 

表  4.9 供給可能量［常緑つる性］  

  植物種名 供給可能量（株） 

1 ｲﾜｶﾞﾗﾐ 40 

  総計 40 

                （平成19年10月現在） 
 

表  4.10 供給可能量［落葉つる性］  

  植物種名 供給可能量（株） 

1 ｻﾙﾅｼ 300 

2 ｱｹﾋﾞ 200 

3 ﾔﾏﾌｼﾞ 100 

  総計 600 

                （平成19年10月現在） 
 



 98 

(1)  北海道地方  
北海道地方では、平成19年10月現在、12種、約1.3万本の地域性苗木が供給可能である（図 

4.1及び表 4.11参照）。 
供給可能な植物種は、ヤチダモが最も多く約0.2万本となり、北海道全体の供給可能量の

19％を占めている。次いで、ヤマモミジが約0.2万本（18％）、カラコギカエデが約0.2万本

（14％）となっている。 
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図  4.1 供給可能量［北海道地方］  
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表  4.11 供給可能量［北海道地方］  
 北海道 供給可能量計（本） 割合 

ﾔﾁﾀﾞﾓ 2,400 2,400 19% 

ﾔﾏﾓﾐｼﾞ 2,300 2,300 18% 

ｶﾗｺｷﾞｶｴﾃﾞ 1,800 1,800 14% 

ﾏﾕﾐ 1,000 1,000 8% 

ﾅﾅｶﾏﾄﾞ 1,000 1,000 8% 

ﾐｽﾞﾅﾗ 950 950 7% 

ｱｵﾀﾞﾓ 850 850 7% 

ｴｿﾞﾉｺﾘﾝｺﾞ 670 670 5% 

ﾂﾘﾊﾞﾅ 650 650 5% 

ﾄﾁﾉｷ 600 600 5% 

ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ 300 300 2% 

ｶｼﾜ 250 250 2% 

総計 12,770 12,770 100% 
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(2)  東北地方  
東北地方では、平成19年10月現在、42種、約14.8万本の地域性苗木が供給可能である（図 

4.2及び表 4.12参照）。 
供給可能な植物種は、ブナが最も多く約3.6万本となり、東北地方全体の供給可能量の

24.2％を占めている。次いで、ナナカマドが約1.3万本（8.8％）、カツラが約1.3万本（8.6％）

となっている。 
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図  4.2 供給可能量［東北地方］  
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表  4.12 供給可能量［東北地方］  

 岩手県 供給可能量計（本） 割合  岩手県 供給可能量計（本） 割合 

ﾌﾞﾅ 35,810 35,810 24.2% ｶﾞﾏｽﾞﾐ 1,220 1,220 0.8% 

ﾅﾅｶﾏﾄﾞ 13,075 13,075 8.8% ｹﾔｷ 1,050 1,050 0.7% 

ｶﾂﾗ 12,700 12,700 8.6% ｶﾊﾞﾚﾝｹﾞ 885 885 0.6% 

ｶｼﾜ 10,480 10,480 7.1% ｱｷｸﾞﾐ 850 850 0.6% 

ﾔﾁﾀﾞﾓ 9,863 9,863 6.7% ﾄﾁﾉｷ 820 820 0.6% 

ﾔﾏﾎﾞｳｼ 6,628 6,628 4.5% ｶｽﾐｻﾞｸﾗ 660 660 0.4% 

ﾔﾏﾓﾐｼﾞ 5,985 5,985 4.1% ｱｶｴｿﾞﾏﾂ 500 500 0.3% 

ﾍﾞﾆﾔﾏｻﾞｸﾗ 5,360 5,360 3.6% ﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ 490 490 0.3% 

ｺﾅﾗ 5,018 5,018 3.4% ｹﾝﾎﾟﾅｼ 469 469 0.3% 

ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ 4,998 4,998 3.4% ｼﾗｷ 390 390 0.3% 

ｱｶｼﾃﾞ 4,830 4,830 3.3% ｻﾜｸﾞﾙﾐ 320 320 0.2% 

ｲﾁｲ 4,730 4,730 3.2% ｼﾗｶﾊﾞ 290 290 0.2% 

ｺﾌﾞｼ 3,740 3,740 2.5% ﾎｵﾉｷ 195 195 0.1% 

ﾔﾏｻﾞｸﾗ 2,700 2,700 1.8% ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 150 150 0.1% 

ｴｺﾞﾉｷ 2,200 2,200 1.5% ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ 150 150 0.1% 

ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 2,185 2,185 1.5% ｶﾏﾂｶ 140 140 0.1% 

ｶﾝﾎﾞｸ 2,100 2,100 1.4% ｱｵﾀﾞﾓ 132 132 0.1% 

ｲﾇｼﾃﾞ 1,835 1,835 1.2% ﾋｶﾞﾝｻﾞｸﾗ 130 130 0.1% 

ｱｽﾅﾛ 1,620 1,620 1.1% ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ 100 100 0.1% 

ﾐｽﾞﾅﾗ 1,520 1,520 1.0% ﾘｮｳﾌﾞ 80 80 0.1% 

ﾏﾝｻｸ 1,320 1,320 0.9% ﾐﾂﾃﾞｶｴﾃﾞ 50 50 0.0% 

 総計 147,768 147,768 100.0% 
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(3)  関東地方  
関東地方では、平成19年10月現在、69種、約6.3万本の地域性苗木が供給可能である（図 4.3

及び表 4.13参照）。 
供給可能な植物種は、ヤマツツジが最も多く1.3万本となり、関東地方全体の供給可能量の

20.5％を占めている。次いで、アキグミが1万本（15.8％）、ガマズミが約0.5万本（8.1％）

となっている。 
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（本）

 
図  4.3 供給可能量［関東地方］  
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表  4.13 供給可能量［関東地方］  
  栃木県 千葉県 群馬県 供給可能量計（本） 割合（％） 

ﾔﾏﾂﾂｼﾞ 13,000    13,000 20.5% 

ｱｷｸﾞﾐ  10,000   10,000 15.8% 

ｶﾞﾏｽﾞﾐ 5,100   5,100 8.1% 

ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ   3,000 3,000 4.7% 

ｺﾅﾗ 600 2,000  2,600 4.1% 

ｶﾂﾗ 920 1,500  2,420 3.8% 

ｺﾌﾞｼ  1,800  1,800 2.8% 

ｺﾏﾕﾐ 1,600   1,600 2.5% 

ｹﾔｷ  1,500  1,500 2.4% 

ｳﾒﾓﾄﾞｷ 1,500   1,500 2.4% 

ｶﾝﾎﾞｸ 1,350   1,350 2.1% 

ｴｺﾞﾉｷ 300 1,000  1,300 2.1% 

ﾘｮｳﾌﾞ 1,120   1,120 1.8% 

ﾏﾕﾐ 1,000   1,000 1.6% 

ﾌﾞﾅ 1,000   1,000 1.6% 

ｵｵﾓﾐｼﾞ 800   800 1.3% 

ﾐｽﾞﾅﾗ 730   730 1.2% 

ﾅﾂﾂﾊﾞｷ 720   720 1.1% 

ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 600   600 0.9% 

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 600   600 0.9% 

ﾚﾝｹﾞﾂﾂｼﾞ(ｶﾊﾞﾚﾝｹﾞ) 500   500 0.8% 

ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 500   500 0.8% 

ﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ 500   500 0.8% 

ﾔﾌﾞﾃﾞﾏﾘ 470   470 0.7% 

ﾔﾏﾎﾞｳｼ 440   440 0.7% 

ｻﾜﾌﾀｷﾞ 440   440 0.7% 

ｱｵﾀﾞﾓ 400   400 0.6% 

ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ 400   400 0.6% 

ﾎｻﾞｷｼﾓﾂｹ 400   400 0.6% 

ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ 400   400 0.6% 

ｱｽﾞｷﾅｼ 360   360 0.6% 

ｶﾏﾂｶ 350   350 0.6% 

ﾔﾏｺｳﾊﾞｼ 330   330 0.5% 

ｵｵﾊﾞﾔｼｬﾌﾞｼ 300   300 0.5% 

ｶｼﾞｶｴﾃﾞ 300   300 0.5% 

ｱﾗｶｼ  300  300 0.5% 

ﾀﾆｳﾂｷﾞ 300   300 0.5% 

ｼﾗｶｼ  300  300 0.5% 

ｼﾗｶﾊﾞ 280   280 0.4% 
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  栃木県 千葉県 群馬県 供給可能量計（本） 割合（％） 

ﾐﾂﾃﾞｶｴﾃﾞ 250   250 0.4% 

ｼﾅﾉｷ 250   250 0.4% 

ﾄﾁﾉｷ 250   250 0.4% 

ｱｶｼﾃﾞ 240   240 0.4% 

ｷﾊﾀﾞ 220   220 0.3% 

ｸﾛﾓｼﾞ 200   200 0.3% 

ﾀﾏｱｼﾞｻｲ 200   200 0.3% 

ﾒｸﾞｽﾘﾉｷ 200   200 0.3% 

ﾌｻｻﾞｸﾗ 200   200 0.3% 

ﾊﾅｲｶﾀﾞ 200   200 0.3% 

ﾊｸｳﾝﾎﾞｸ 200   200 0.3% 

ｷﾌﾞｼ 180   180 0.3% 

ｻﾜｸﾞﾙﾐ 170   170 0.3% 

ｲｿﾉｷ 160   160 0.3% 

ﾐｽﾞｷ 150   150 0.2% 

ｵﾆｸﾞﾙﾐ 130   130 0.2% 

ｲﾇﾌﾞﾅ 110   110 0.2% 

ﾉﾘｳﾂｷﾞ 100   100 0.2% 

ﾀﾞﾝｺｳﾊﾞｲ 100   100 0.2% 

ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ 100   100 0.2% 

ｵｵｶﾒﾉｷ 100   100 0.2% 

ﾈﾑﾉｷ 100   100 0.2% 

ﾂﾘﾊﾞﾅ 100   100 0.2% 

ｴﾉｷ 80   80 0.1% 

ｱｻﾉﾊｶｴﾃﾞ 80   80 0.1% 

ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 60   60 0.1% 

ｶﾗｺｷﾞｶｴﾃﾞ 60   60 0.1% 

ﾌｼﾞｳﾂｷﾞ 50   50 0.1% 

ｱｶﾔｼｵ 30   30 0.0% 

ﾆﾜﾄｺ 30   30 0.0% 

総計 41,910 18,400 3,000 63,310 100.0% 
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(4)  北陸地方  
北陸地方では、平成19年10月現在、25種、約11.2万本の地域性苗木が供給可能である（図 

4.4及び表 4.14参照）。 
供給可能な植物種は、ハマナスが最も多く約7.5万本となり、北陸地方全体の供給可能量の

66.7％を占めている。次いで、シロダモが0.8万本（7.4％）、ナナカマドが0.5万本（4.4％）

となっている。 
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図  4.4 供給可能量［北陸地方］  
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表  4.14 供給可能量［北陸地方］  
 新潟県 福井県 供給可能量計（本） 割合 

ﾊﾏﾅｽ 75,000  75,000 66.7% 

ｼﾛﾀﾞﾓ 8,300  8,300 7.4% 

ﾅﾅｶﾏﾄﾞ 5,000  5,000 4.4% 

ｽﾀﾞｼﾞｲ 4,500  4,500 4.0% 

ｶｽﾐｻﾞｸﾗ 4,000  4,000 3.6% 

ﾀﾌﾞﾉｷ 3,200  3,200 2.8% 

ｹﾔｷ 2,700  2,700 2.4% 

ｺﾅﾗ 2,600  2,600 2.3% 

ﾔﾁﾀﾞﾓ 1,500  1,500 1.3% 

ﾏﾕﾐ 1,500  1,500 1.3% 

ﾄﾈﾘｺ 1,150  1,150 1.0% 

ﾕｷﾂﾊﾞｷ 1,000  1,000 0.9% 

ｴｿﾞﾕｽﾞﾘﾊ 800  800 0.7% 

ﾊｸｳﾝﾎﾞｸ 300  300 0.3% 

ｱｹﾋﾞ 200  200 0.2% 

ﾅﾗｶﾞｼﾜ 150  150 0.1% 

ｱｽﾅﾛ  100 100 0.1% 

ｺﾌﾞｼ 100  100 0.1% 

ﾏﾙﾊﾞｼｬﾘﾝﾊﾞｲ 100  100 0.1% 

ｼｲﾉｷ 100  100 0.1% 

ｵﾆｸﾞﾙﾐ 50  50 0.0% 

ﾈﾑﾉｷ 50  50 0.0% 

ｶｼﾜ 30  30 0.0% 

ﾐｽﾞﾅﾗ 20  20 0.0% 

ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ  10 10 0.0% 

総計 112,350 110 112,460 100.0% 

 
 
 



 107 

(5)  中部地方  
中部地方では、平成19年10月現在、40種、約5.3万本の地域性苗木が供給可能である（図 4.5

及び表 4.15参照）。 
供給可能な植物種は、ミヤマシキミが最も多く約0.7万本となり、中部地方全体の供給可能

量の14.0％を占めている。次いで、ウラジロモミが約0.6万本（10.7％）、コバノミツバツツ

ジが約0.5万本（8.8％）となっている。
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図  4.5 供給可能量［中部地方］  
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表  4.15 供給可能量［中部地方］  

 長野県 静岡県 愛知県 岐阜県 供給可能量計（本） 割合 

ﾐﾔﾏｼｷﾐ  7,400   7,400 14.0% 

ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 5,700    5,700 10.7% 

ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ  4,690   4,690 8.8% 

ﾌﾞﾅ 3,500    3,500 6.6% 

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 3,300    3,300 6.2% 

ﾐｽﾞﾅﾗ 3,000    3,000 5.7% 

ｶｽﾐｻﾞｸﾗ 2,300    2,300 4.3% 

ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ 2,000    2,000 3.8% 

ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ 2,000    2,000 3.8% 

ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 1,900    1,900 3.6% 

ﾓﾁﾂﾂｼﾞ  1,700   1,700 3.2% 

ﾔﾏﾓﾐｼﾞ 1,500    1,500 2.8% 

ｱｵﾀﾞﾓ 1,500    1,500 2.8% 

ｺﾅﾗ  1,400   1,400 2.6% 

ｳﾊﾞﾒｶﾞｼ  1,200   1,200 2.3% 

ﾔﾏﾎﾞｳｼ 1,000    1,000 1.9% 

ｿﾖｺﾞ 1,000    1,000 1.9% 

ｼﾗｶﾊﾞ 1,000    1,000 1.9% 

ﾔﾏﾂﾂｼﾞ  940   940 1.8% 

ｺﾊﾞﾉｶﾞﾏｽﾞﾐ  900   900 1.7% 

ﾋｶｹﾞﾂﾂｼﾞ  800   800 1.5% 

ｷﾊﾀﾞ 500    500 0.9% 

ﾄﾁﾉｷ 500    500 0.9% 

ｺｼｱﾌﾞﾗ 500    500 0.9% 

ｱｽﾞｷﾅｼ  400   400 0.8% 

ﾋｶﾞﾝｻﾞｸﾗ 350    350 0.7% 

ｵｵﾔﾏﾂﾂｼﾞ  300   300 0.6% 

ﾏﾙﾊﾞﾉｷ    250 250 0.5% 

ﾅﾅｶﾏﾄﾞ 250    250 0.5% 

ｶﾗｺｷﾞｶｴﾃﾞ 230    230 0.4% 

ﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ   200  200 0.4% 

ﾎｿﾊﾞｼｬｸﾅｹﾞ  170   170 0.3% 

ｱｶﾔｼｵ   150  150 0.3% 

ｺｱﾌﾞﾗﾂﾂｼﾞ   100  100 0.2% 

ｺｳﾔﾏｷ 100    100 0.2% 

ｷﾖｽﾐﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ  100   100 0.2% 

ｱｼﾀｶﾂﾂｼﾞ  100   100 0.2% 

ﾊｸｻﾝｼｬｸﾅｹﾞ  40   40 0.1% 

ﾐﾂﾃﾞｶｴﾃﾞ 30    30 0.1% 

ｽﾞﾐ 30    30 0.1% 

総計 32,190 20,140 450 250 53,030 100.0% 
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(6)  近畿地方  
近畿地方では、平成19年10月現在、100種、約8.7万本の地域性苗木が供給可能である（図 

4.6及び表 4.16参照）。 
供給可能な植物種は、コナラが最も多く約1.3万本となり、近畿地方全体の供給可能量の

14.7％を占めている。次いで、イロハモミジが約0.6万本（7.3％）、アベマキが約0.6万本（7.1％）

となっている。 
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ｺﾅﾗ ｲﾛﾊﾓﾐｼ゙ ｱﾍ ﾏ゙ｷ ｶ ﾏ゙ｽ ﾐ゙ ｶｽﾐｻﾞｸﾗ ﾋﾒｳﾂｷ゙ ｲﾇﾂ ｹ゙

ﾔﾏｻﾞｸﾗ ｼｬｼｬﾝﾎﾞ ｺﾊﾞﾉｶ゙ ﾏｽﾞﾐ ﾌ ﾅ゙ ｺﾏﾕﾐ ﾅﾂﾊｾﾞ ｺﾊﾞﾉﾐ ﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ

ｳﾂｷﾞ ﾑﾗｻｷｼｷﾌ゙ ﾍﾗﾉｷ ﾀﾆｳﾂｷﾞ ｸﾘ ｳﾘｶｴﾃ゙ ｱｵﾀﾓ゙

ﾔﾏﾓﾐｼ゙ ｱﾗｶｼ ｱｷｸﾞﾐ ｸﾛﾓｼﾞ ﾂｸﾊﾞﾈｳﾂｷﾞ ｱｷﾆﾚ ｴﾉｷ

ﾑｸﾛｼ゙ ﾐﾔﾏｶ゙ ﾏｽﾞﾐ ｶﾅｸｷﾞﾉｷ ｲｿﾉｷ ｹﾔｷ ﾔﾏｱｼﾞｻｲ ﾔﾏﾊｾ゙

ﾔﾏﾂﾂｼ゙ ﾔﾌ゙ ﾑﾗｻｷ ﾋﾒｼｬﾗ ｳﾘﾊﾀｶ゙ｴﾃ゙ ｲﾇｻﾞｸﾗ ｸﾏｼﾃ゙ ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ

ｸﾏﾉﾐ ｽﾞｷ ﾓﾁﾂﾂｼﾞ ｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ ｱｶﾒｶ ｼ゙ﾜ ﾏﾙﾊﾞｱｵﾀﾞﾓ ｱｶｶ゙ ｼ ｶﾏﾂ ｶ

ﾊｾﾞﾉｷ ﾉﾘｳﾂｷﾞ ｼﾛﾓｼ゙ ｻｶｷ ﾔﾏｳｸ ｲ゙ｽｶｸﾞﾗ ﾔﾌ゙ ﾆｯｹｲ ｳﾗｼﾞﾛﾉｷ

ｺﾌ゙ ｼ ｺｺﾞﾒｳﾂｷﾞ ﾘｮｳﾌ゙ ｼﾛﾀﾓ゙ ｼﾗｶｼ ﾀﾁ ﾔﾅｷﾞ ｲﾇｶ ｼ゙

ﾀﾑｼﾊﾞ ﾐﾔﾏｼｷﾐ ｳﾗｼﾞﾛｶ゙ ｼ ｸﾏｲﾁ ｺ゙ ﾌﾕｲﾁ ｺ゙ ｱｵﾊﾀﾞ ｲﾎﾞﾀﾉｷ

ﾈﾑﾉｷ ｱｽﾞｷﾅｼ ﾐｽﾞｷ ｴｺﾉ゙ｷ ｳﾗｼﾞﾛｳﾂ ｷﾞ ｷﾌ゙ ｼ ｵﾆｸﾞﾙﾐ

ｱﾜﾌ゙ ｷ ﾆｶ゙ ｲﾁｺﾞ ｲｲｷﾘ゙ ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ ﾁﾄ゙ ﾘﾉｷ ﾘﾝﾎｸ゙ ｲﾇｼ ﾃ゙

ﾑｸﾉｷ ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ ｲﾜｶ゙ ﾗﾐ ｱｶｼﾃ゙ ｺﾞﾝｽﾞｲ ﾅﾜｼﾛｲﾁｺ゙ ﾌｻｻﾞｸﾗ

ﾈｼﾞｷ ｲﾁｲｶ゙ ｼ ｼﾗｷ ﾅｶﾞﾊﾞﾓﾐｼﾞｲﾁｺﾞ ｵｵﾊﾞｱｻｶ゙ ﾗ ﾅﾗｶ゙ ｼﾜ ｺｳﾔﾐｽ゙ｷ

ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃ゙ ﾐｽ ﾅ゙ﾗ

（本）

 
図  4.6 供給可能量［近畿地方］  
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表  4.16 供給可能量［近畿地方］  
 兵庫県 滋賀県 京都府 供給可能量計（本） 割合 

ｺﾅﾗ 6,600 6,200  12,800 14.7% 

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 600 500 5,250 6,350 7.3% 

ｱﾍﾞﾏｷ 1,850 4,300  6,150 7.1% 

ｶﾞﾏｽﾞﾐ 4,300 250  4,550 5.2% 

ｶｽﾐｻﾞｸﾗ 3,600 40  3,640 4.2% 

ﾋﾒｳﾂｷﾞ 3,350   3,350 3.9% 

ｲﾇﾂｹﾞ 3,200   3,200 3.7% 

ﾔﾏｻﾞｸﾗ 400 2,500  2,900 3.3% 

ｼｬｼｬﾝﾎﾞ 2,900   2,900 3.3% 

ｺﾊﾞﾉｶﾞﾏｽﾞﾐ 2,000 432  2,432 2.8% 

ﾌﾞﾅ 1,880 450  2,330 2.7% 

ｺﾏﾕﾐ 2,100   2,100 2.4% 

ﾅﾂﾊｾﾞ 1,900   1,900 2.2% 

ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ 1,250 500  1,750 2.0% 

ｳﾂｷﾞ 750 950  1,700 2.0% 

ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 400 1,276  1,676 1.9% 

ﾍﾗﾉｷ 1,500   1,500 1.7% 

ﾀﾆｳﾂｷﾞ 1,000 500  1,500 1.7% 

ｸﾘ 1,450   1,450 1.7% 

ｳﾘｶｴﾃﾞ 100 1,310  1,410 1.6% 

ｱｵﾀﾞﾓ 1,320   1,320 1.5% 

ﾔﾏﾓﾐｼﾞ  1,200  1,200 1.4% 

ｱﾗｶｼ  1,200  1,200 1.4% 

ｱｷｸﾞﾐ  1,200  1,200 1.4% 

ｸﾛﾓｼﾞ 900   900 1.0% 

ﾂｸﾊﾞﾈｳﾂｷﾞ 750   750 0.9% 

ｱｷﾆﾚ  750  750 0.9% 

ｴﾉｷ  750  750 0.9% 

ﾑｸﾛｼﾞ  700  700 0.8% 

ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ 700   700 0.8% 

ｶﾅｸｷﾞﾉｷ  700  700 0.8% 

ｲｿﾉｷ  600  600 0.7% 

ｹﾔｷ  600  600 0.7% 

ﾔﾏｱｼﾞｻｲ 550   550 0.6% 

ﾔﾏﾊｾﾞ  500  500 0.6% 

ﾔﾏﾂﾂｼﾞ 200 300  500 0.6% 

ﾔﾌﾞﾑﾗｻｷ 100 350  450 0.5% 

ﾋﾒｼｬﾗ 450   450 0.5% 

ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ  420  420 0.5% 
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 兵庫県 滋賀県 京都府 供給可能量計（本） 割合 

ｲﾇｻﾞｸﾗ  400  400 0.5% 

ｸﾏｼﾃﾞ 100 270  370 0.4% 

ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 300 30  330 0.4% 

ｸﾏﾉﾐｽﾞｷ  310  310 0.4% 

ﾓﾁﾂﾂｼﾞ  300  300 0.3% 

ｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ 300   300 0.3% 

ｱｶﾒｶﾞｼﾜ  250  250 0.3% 

ﾏﾙﾊﾞｱｵﾀﾞﾓ 150 100  250 0.3% 

ｱｶｶﾞｼ 100 150  250 0.3% 

ｶﾏﾂｶ 100 112  212 0.2% 

ﾊｾﾞﾉｷ  200  200 0.2% 

ﾉﾘｳﾂｷﾞ  200  200 0.2% 

ｼﾛﾓｼﾞ  200  200 0.2% 

ｻｶｷ  200  200 0.2% 

ﾔﾏｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ 150   150 0.2% 

ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ  150  150 0.2% 

ｳﾗｼﾞﾛﾉｷ  150  150 0.2% 

ｺﾌﾞｼ  150  150 0.2% 

ｺｺﾞﾒｳﾂｷﾞ 100 16  116 0.1% 

ﾘｮｳﾌﾞ  100  100 0.1% 

ｼﾛﾀﾞﾓ  100  100 0.1% 

ｼﾗｶｼ  100  100 0.1% 

ﾀﾁﾔﾅｷﾞ  100  100 0.1% 

ｲﾇｶﾞｼ  100  100 0.1% 

ﾀﾑｼﾊﾞ 100   100 0.1% 

ﾐﾔﾏｼｷﾐ  100  100 0.1% 

ｳﾗｼﾞﾛｶﾞｼ  100  100 0.1% 

ｸﾏｲﾁｺﾞ  100  100 0.1% 

ﾌﾕｲﾁｺﾞ  100  100 0.1% 

ｱｵﾊﾀﾞ 100   100 0.1% 

ｲﾎﾞﾀﾉｷ 100   100 0.1% 

ﾈﾑﾉｷ  100  100 0.1% 

ｱｽﾞｷﾅｼ  90  90 0.1% 

ﾐｽﾞｷ  90  90 0.1% 

ｴｺﾞﾉｷ  80  80 0.1% 

ｳﾗｼﾞﾛｳﾂｷﾞ  80  80 0.1% 

ｷﾌﾞｼ  70  70 0.1% 

ｵﾆｸﾞﾙﾐ  64  64 0.1% 

ｱﾜﾌﾞｷ  60  60 0.1% 

ﾆｶﾞｲﾁｺﾞ  60  60 0.1% 
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 兵庫県 滋賀県 京都府 供給可能量計（本） 割合 

ｲｲｷﾞﾘ  60  60 0.1% 

ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ  58  58 0.1% 

ﾁﾄﾞﾘﾉｷ  52  52 0.1% 

ﾘﾝﾎﾞｸ  50  50 0.1% 

ｲﾇｼﾃﾞ  50  50 0.1% 

ﾑｸﾉｷ  50  50 0.1% 

ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ  45  45 0.1% 

ｲﾜｶﾞﾗﾐ  40  40 0.0% 

ｱｶｼﾃﾞ  40  40 0.0% 

ｺﾞﾝｽﾞｲ  32  32 0.0% 

ﾅﾜｼﾛｲﾁｺﾞ  30  30 0.0% 

ﾌｻｻﾞｸﾗ  30  30 0.0% 

ﾈｼﾞｷ  20  20 0.0% 

ｲﾁｲｶﾞｼ   20 20 0.0% 

ｼﾗｷ  18  18 0.0% 

ﾅｶﾞﾊﾞﾓﾐｼﾞｲﾁｺﾞ  13  13 0.0% 

ｵｵﾊﾞｱｻｶﾞﾗ  10  10 0.0% 

ﾅﾗｶﾞｼﾜ  10  10 0.0% 

ｺｳﾔﾐｽﾞｷ  10  10 0.0% 

ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ  10  10 0.0% 

ﾐｽﾞﾅﾗ   10 10 0.0% 

総計 47,700 33,888 5,280 86,868 100.0% 
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(7)  四国地方  
四国地方では、平成19年10月現在、71種、約57.3万本の地域性苗木が供給可能である（図 

4.7及び表 4.17参照）。 
供給可能な植物種は、ウバメガシが最も多く約4.8万本となり、四国地方全体の供給可能量

の8.4％を占めている。次いで、コナラが4.4万本（7.7％）、ヤマモモが約4.4万本（7.6％）と

なっている。
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ｳﾊﾞﾒｶﾞｼ ｺﾅﾗ ﾔﾏﾓﾓ ｱﾗｶｼ ｸﾛｶﾞﾈﾓﾁ ﾀﾌﾞﾉｷ

ﾈｽﾞﾐﾓﾁ ｻｶｷ ｼﾗｶｼ ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ ﾊﾏﾋｻｶｷ ｽ ﾀﾞｼ゙ ｲ

ﾈﾑﾉｷ ｱｷｸﾐ゙ ﾏﾃﾊﾞｼｲ ｹﾔｷ ﾄﾍ゙ ﾗ ﾕ ｷﾔﾅｷﾞ

ｼｷﾐ ﾔﾏｻﾞｸﾗ ﾊ ﾏﾎﾞｳ ﾋｻｶｷ ｼﾛﾀﾞﾓ ﾓﾁﾉｷ

ﾔﾌ ﾆ゙ｯｹｲ ｶｸﾚﾐﾉ ﾔﾏﾊｷﾞ ｴﾉｷ ｼﾛﾓｼﾞ ﾋﾒﾕｽﾞﾘﾊ

ｴｺﾞﾉｷ ﾔﾏﾎﾞｳｼ ｱｶｼﾃ゙ ﾊﾏﾋﾞﾜ ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ ｿﾖｺﾞ

ﾅﾜｼﾛｸ ﾐ゙ ﾄｻﾐｽﾞｷ ｵ ｵﾓﾐｼ゙ ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ ﾀﾗﾖｳ ﾌﾞﾅ

ﾕｽﾞﾘﾊ ﾅﾝﾃﾝ ﾋｲﾗｷ゙ ｶﾏﾂｶ ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ ｱｵ ﾀ゙ﾓ

ﾐｽﾞｷ ﾓｯｺｸ ﾀﾑｼﾊ゙ ﾔﾌﾞﾑﾗｻｷ ｸﾏｼﾃﾞ ﾎ ｵﾉｷ

ﾉﾘｳﾂｷﾞ ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ ﾅｶﾞﾊﾞﾉｺｳﾔﾎﾞｳｷ ﾅﾅｶﾏﾄﾞ ｲﾇｼﾃﾞ ﾆｼｷｳﾂｷ ﾞ

ｲﾇﾂｹﾞ ｳﾒﾓﾄﾞｷ ﾘｮｳﾌﾞ ﾐｽﾞﾅﾗ ｼﾗｷ ﾁﾄﾞﾘﾉｷ

ｱｽﾞｷﾅｼ ﾏﾙﾊﾞｱｵﾀﾞﾓ ﾓﾐ ｵﾆｸﾞﾙﾐ ｳﾗｼﾞﾛﾉｷ

（本 ）

 
図  4.7 供給可能量［四国地方］  
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表  4.17 供給可能量［四国地方］  

 愛媛県 高知県 徳島県 供給可能量計（本） 割合 

ｳﾊﾞﾒｶﾞｼ 33,000 15,400  48,400 8.4% 

ｺﾅﾗ 44,000   44,000 7.7% 

ﾔﾏﾓﾓ 43,650   43,650 7.6% 

ｱﾗｶｼ 41,400   41,400 7.2% 

ｸﾛｶﾞﾈﾓﾁ 38,600 1,650  40,250 7.0% 

ﾀﾌﾞﾉｷ 25,200   25,200 4.4% 

ﾈｽﾞﾐﾓﾁ 24,000   24,000 4.2% 

ｻｶｷ 23,500   23,500 4.1% 

ｼﾗｶｼ 20,200   20,200 3.5% 

ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ 19,600 495  20,095 3.5% 

ﾊﾏﾋｻｶｷ 11,000 7,425  18,425 3.2% 

ｽﾀﾞｼﾞｲ 17,000   17,000 3.0% 

ﾈﾑﾉｷ 15,100   15,100 2.6% 

ｱｷｸﾞﾐ 15,000   15,000 2.6% 

ﾏﾃﾊﾞｼｲ 13,000   13,000 2.3% 

ｹﾔｷ 13,000   13,000 2.3% 

ﾄﾍﾞﾗ  12,375  12,375 2.2% 

ﾕｷﾔﾅｷﾞ 11,100   11,100 1.9% 

ｼｷﾐ 11,000   11,000 1.9% 

ﾔﾏｻﾞｸﾗ 10,000   10,000 1.7% 

ﾊﾏﾎﾞｳ 9,000   9,000 1.6% 

ﾋｻｶｷ 6,000 1,650  7,650 1.3% 

ｼﾛﾀﾞﾓ 6,000 1,650  7,650 1.3% 

ﾓﾁﾉｷ 7,200   7,200 1.3% 

ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ 6,500   6,500 1.1% 

ｶｸﾚﾐﾉ 6,500   6,500 1.1% 

ﾔﾏﾊｷﾞ 6,000   6,000 1.0% 

ｴﾉｷ 5,000   5,000 0.9% 

ｼﾛﾓｼﾞ   4,900 4,900 0.9% 

ﾋﾒﾕｽﾞﾘﾊ 1,500 3,360  4,860 0.8% 

ｴｺﾞﾉｷ 4,000   4,000 0.7% 

ﾔﾏﾎﾞｳｼ 2,000  1,800 3,800 0.7% 

ｱｶｼﾃﾞ   3,500 3,500 0.6% 

ﾊﾏﾋﾞﾜ  2,915  2,915 0.5% 

ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ   2,700 2,700 0.5% 

ｿﾖｺﾞ 2,500   2,500 0.4% 

ﾅﾜｼﾛｸﾞﾐ 2,500   2,500 0.4% 

ﾄｻﾐｽﾞｷ  2,044  2,044 0.4% 
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 愛媛県 高知県 徳島県 供給可能量計（本） 割合 

ｵｵﾓﾐｼﾞ   1,800 1,800 0.3% 

ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ  1,650  1,650 0.3% 

ﾀﾗﾖｳ 1,500   1,500 0.3% 

ﾌﾞﾅ   1,100 1,100 0.2% 

ﾕｽﾞﾘﾊ 1,000   1,000 0.2% 

ﾅﾝﾃﾝ 1,000   1,000 0.2% 

ﾋｲﾗｷﾞ 1,000   1,000 0.2% 

ｶﾏﾂｶ  504 450 954 0.2% 

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ   850 850 0.1% 

ｱｵﾀﾞﾓ   800 800 0.1% 

ﾐｽﾞｷ   700 700 0.1% 

ﾓｯｺｸ  504  504 0.1% 

ﾀﾑｼﾊﾞ   450 450 0.1% 

ﾔﾌﾞﾑﾗｻｷ  420  420 0.1% 

ｸﾏｼﾃﾞ   400 400 0.1% 

ﾎｵﾉｷ   400 400 0.1% 

ﾉﾘｳﾂｷﾞ   350 350 0.1% 

ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ   350 350 0.1% 

ﾅｶﾞﾊﾞﾉｺｳﾔﾎﾞｳｷ  308  308 0.1% 

ﾅﾅｶﾏﾄﾞ   300 300 0.1% 

ｲﾇｼﾃﾞ   250 250 0.0% 

ﾆｼｷｳﾂｷﾞ   200 200 0.0% 

ｲﾇﾂｹﾞ 200   200 0.0% 

ｳﾒﾓﾄﾞｷ  196  196 0.0% 

ﾘｮｳﾌﾞ   150 150 0.0% 

ﾐｽﾞﾅﾗ   150 150 0.0% 

ｼﾗｷ   150 150 0.0% 

ﾁﾄﾞﾘﾉｷ   100 100 0.0% 

ｱｽﾞｷﾅｼ   100 100 0.0% 

ﾏﾙﾊﾞｱｵﾀﾞﾓ  84  84 0.0% 

ﾓﾐ   50 50 0.0% 

ｵﾆｸﾞﾙﾐ   50 50 0.0% 

ｳﾗｼﾞﾛﾉｷ   50 50 0.0% 

総計 498,750 52,630 22,100 573,480 100.0% 
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(8)  中国地方  
中国地方では、平成19年10月現在、63種、5.3万本の地域性苗木が供給可能である（図 4.8

及び表 4.18参照）。 
供給可能な植物種は、ヒメウツギが最も多く約0.5万本となり、中国地方全体の供給可能量

の9.5％を占めている。次いで、ガマズミが約0.5万本（9.1％）、カスミザクラが0.4万本（7.5％）

となっている。 
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ﾋﾒｳﾂｷﾞ ｶﾞﾏｽ ﾐ゙ ｶｽ ﾐｻﾞｸﾗ ｺﾏﾕ ﾐ ﾅ ﾂﾊｾﾞ ｱｶｼﾃﾞ ｶﾔ

ｳ ﾂｷ゙ ﾂｸﾊﾞﾈｶﾞｼ ﾅ ﾅｶﾏ ﾄ゙ ﾌﾞﾅ ｼ ｬｼｬﾝﾎ ﾞ ｺﾊ ﾞﾉﾐﾂﾊ ﾞﾂ ﾂｼﾞ ｸﾘ

ｱ ｵﾀﾞﾓ ﾂｶﾞ ｺﾅﾗ ｸﾛﾓ ｼ゙ ﾂ ｸﾊ ﾞﾈ ｳﾂｷ ﾞ ﾀﾆｳﾂｷﾞ ﾂ ﾜﾌﾞｷ

ｺﾊﾞﾉｶﾞﾏ ｽﾞﾐ ﾔﾏ ｱｼﾞｻｲ ｺｶﾞｸｳﾂｷﾞ ｵ ｵﾓﾐ ｼ゙ ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ ｱﾍﾞﾏｷ ｱ ｵﾊ ﾀ゙

ｴｿﾞｴﾉｷ ﾔﾏ ｻﾞｸﾗ ｳ ﾜﾐｽﾞｻ ﾞｸﾗ ｲﾎﾞﾀﾉｷ ｵ ｵ ﾔﾏ ｻﾞｸﾗ ｱｾﾋﾞ ﾉ ﾘｳﾂｷ ﾞ

ﾅ ﾂﾂﾊﾞｷ ﾈｽ ﾞﾐﾓﾁ ﾀ ﾝ゙ｺｳ ﾊﾞｲ ﾈ ｽﾞﾐｻｼ ﾔﾏﾂﾂ ｼ゙ ﾐﾔﾏｳｸ ｲ゙ｽ ｶｸﾞﾗ ｲﾌﾞｷｼﾓﾂ ｹ

ﾁ ﾄﾞﾘﾉｷ ｳﾘｶｴﾃ゙ ｷﾊ ﾀ゙ ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ ﾁ ｮｳｼﾞｶﾞﾏｽ ﾞﾐ ｺﾊ ｳﾁﾜｶｴﾃ゙ ﾘｮｳﾌﾞ

ﾕ ｷﾉｼﾀ ﾀﾑｼﾊﾞ ﾔﾏｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ ｶﾏﾂｶ ﾔﾌﾞﾗﾝ ﾔﾌﾞﾑﾗｻｷ ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ

ﾌﾕ ｲﾁ ｺ゙ ﾓﾁﾂﾂ ｼ゙ ｸﾏｼﾃﾞ ｳﾗｼ ﾛ゙ﾉｷ ｺﾐﾈ ｶｴﾃ゙ ﾏﾙﾊﾞﾉｷ ｾ ﾄｳﾁｷﾞﾎ ﾞｳｼ

（本）

 
 

図  4.8 供給可能量［中国地方］  
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表  4.18 供給可能量［中国地方］  
  岡山県 鳥取県 島根県 広島県 山口県 供給可能量計（本） 割合 

ﾋﾒｳﾂｷﾞ 5,050     5,050 9.5% 

ｶﾞﾏｽﾞﾐ 4,850     4,850 9.1% 

ｶｽﾐｻﾞｸﾗ 4,000     4,000 7.5% 

ｺﾏﾕﾐ 700 3,150    3,850 7.2% 

ﾅﾂﾊｾﾞ 3,200     3,200 6.0% 

ｱｶｼﾃﾞ 2,800     2,800 5.3% 

ｶﾔ 2,000     2,000 3.8% 

ｳﾂｷﾞ 1,000 1,000    2,000 3.8% 

ﾂｸﾊﾞﾈｶﾞｼ 1,900     1,900 3.6% 

ﾅﾅｶﾏﾄﾞ 1,850     1,850 3.5% 

ﾌﾞﾅ 1,600     1,600 3.0% 

ｼｬｼｬﾝﾎﾞ 1,150     1,150 2.2% 

ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ 1,150     1,150 2.2% 

ｸﾘ 1,100     1,100 2.1% 

ｱｵﾀﾞﾓ 1,080     1,080 2.0% 

ﾂｶﾞ 1,000     1,000 1.9% 

ｺﾅﾗ 1,000     1,000 1.9% 

ｸﾛﾓｼﾞ 1,000     1,000 1.9% 

ﾂｸﾊﾞﾈｳﾂｷﾞ 900     900 1.7% 

ﾀﾆｳﾂｷﾞ 550 350    900 1.7% 

ﾂﾜﾌﾞｷ   860   860 1.6% 

ｺﾊﾞﾉｶﾞﾏｽﾞﾐ 600     600 1.1% 

ﾔﾏｱｼﾞｻｲ 300 200    500 0.9% 

ｺｶﾞｸｳﾂｷﾞ 500     500 0.9% 

ｵｵﾓﾐｼﾞ 500     500 0.9% 

ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 450     450 0.8% 

ｱﾍﾞﾏｷ 450     450 0.8% 

ｱｵﾊﾀﾞ 450     450 0.8% 

ｴｿﾞｴﾉｷ 450     450 0.8% 

ﾔﾏｻﾞｸﾗ 400     400 0.8% 

ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 400     400 0.8% 

ｲﾎﾞﾀﾉｷ 350     350 0.7% 

ｵｵﾔﾏｻﾞｸﾗ 350     350 0.7% 

ｱｾﾋﾞ 350     350 0.7% 

ﾉﾘｳﾂｷﾞ 300     300 0.6% 

ﾅﾂﾂﾊﾞｷ 300     300 0.6% 

ﾈｽﾞﾐﾓﾁ 250     250 0.5% 

ﾀﾞﾝｺｳﾊﾞｲ 250     250 0.5% 

ﾈｽﾞﾐｻｼ 250     250 0.5% 
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  岡山県 鳥取県 島根県 広島県 山口県 供給可能量計（本） 割合 

ﾔﾏﾂﾂｼﾞ 200     200 0.4% 

ﾐﾔﾏｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ 200     200 0.4% 

ｲﾌﾞｷｼﾓﾂｹ 200     200 0.4% 

ﾁﾄﾞﾘﾉｷ 200     200 0.4% 

ｳﾘｶｴﾃﾞ 200     200 0.4% 

ｷﾊﾀﾞ 200     200 0.4% 

ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ 150     150 0.3% 

ﾁｮｳｼﾞｶﾞﾏｽﾞﾐ 150     150 0.3% 

ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 150     150 0.3% 

ﾘｮｳﾌﾞ 100     100 0.2% 

ﾕｷﾉｼﾀ    100  100 0.2% 

ﾀﾑｼﾊﾞ 100     100 0.2% 

ﾔﾏｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ 100     100 0.2% 

ｶﾏﾂｶ 100     100 0.2% 

ﾔﾌﾞﾗﾝ 100     100 0.2% 

ﾔﾌﾞﾑﾗｻｷ 100     100 0.2% 

ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ 100     100 0.2% 

ﾌﾕｲﾁｺﾞ 50     50 0.1% 

ﾓﾁﾂﾂｼﾞ 50     50 0.1% 

ｸﾏｼﾃﾞ 50     50 0.1% 

ｳﾗｼﾞﾛﾉｷ 50     50 0.1% 

ｺﾐﾈｶｴﾃﾞ 50     50 0.1% 

ﾏﾙﾊﾞﾉｷ 50     50 0.1% 

ｾﾄｳﾁｷﾞﾎﾞｳｼ     40 40 0.1% 

総計 47,430 4,700 860 100 40 53,130 100.0% 
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(9)  九州地方  
九州地方では、平成19年10月現在、114種、約4.2万本の地域性苗木が供給可能である（図 

4.9及び表 4.19参照）。 
供給可能な植物種は、イロハモミジが最も多く0.2万本となり、九州全体の供給可能量の

4.8％を占めている。次いで、クマシデが約0.1万本（3.1％）となっている。 
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ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ ｸﾏｼﾃﾞ ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ ﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ ﾂﾘﾊﾞﾅ

ｱｷｸﾞﾐ ﾀﾌﾞﾉｷ ｼﾗｶｼ ｻﾀﾂﾂｼﾞ ｺﾊﾞﾉｶ゙ﾏｽﾞﾐ

ｲﾁｲｶﾞｼ ｹﾔｷ ｲﾇﾋ ﾞﾜ ｶﾗｽｻﾞ ﾝｼｮｳ ｶﾞﾏｽﾞﾐ

ｳﾂｷﾞ ｳﾒﾓﾄﾞｷ ｳﾗｼﾞﾛｶﾞｼ ｴｺﾞﾉｷ ﾉｸﾞﾙﾐ

ｱｵﾊﾀ゙ ｶﾏﾂｶ ｶﾂﾗ ﾑｸﾉｷ ｱｶﾒｶﾞｼﾜ

ｵｵﾓﾐｼﾞ ﾐｽﾞｷ ﾋｻｶｷ ｽﾞﾐ ｼﾛﾀ゙ ﾓ

ｶｺﾞﾉｷ ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ ｲﾎﾞﾀ ｸﾁﾅｼ ｳﾘﾊﾀ゙ ｶｴﾃﾞ

ｴｿﾞｴﾉｷ ﾏﾙﾊﾞｱｵﾀ゙ ﾓ ｹﾝﾎ ﾟﾅｼ ﾔﾏﾄｱｵﾀﾞﾓ ｷﾊﾀ゙

ｷﾌﾞｼ ﾐｽﾞﾒ ﾐｽﾞﾅﾗ ｵﾆｸﾞﾙﾐ ﾊﾙﾆﾚ

ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ ﾅﾗｶﾞｼﾜ ｺｳｿﾞ ｾﾝﾀ゙ ﾝ ｻﾙﾅｼ

ｺﾏﾕﾐ ｶﾅｸｷﾞﾉｷ ﾌｻｻﾞｸﾗ ｸｻｷﾞ ｺﾊﾞﾝﾉｷ

ｵｵﾊﾞｱｻｶﾞﾗ ｴﾝｺｳｶｴﾃﾞ ｺ゙ ﾝｽﾞｲ ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ ﾐﾂﾊﾞｳﾂｷﾞ

ｳﾘｶｴﾃﾞ ｼｬｼｬﾝﾎﾞ ﾏﾕﾐ ｼﾗｷ ｼﾛｻﾜﾌﾀｷ ﾞ

ｲﾇﾂｹﾞ ｼﾛﾓｼﾞ ｶｶﾂｶ゙ﾕ ﾊｾﾞﾉｷ ﾊｸｻﾝﾎﾞｸ(ﾔﾏﾃﾗｼ)

ﾄﾁﾉｷ ｱｻｶﾞﾗ ﾁﾄﾞﾘﾉｷ ﾁｼｬﾉｷ ﾌｼﾞﾂﾂｼﾞ

ｻﾞｲﾌﾘﾎﾞｸ ﾀﾝﾅｻﾜﾌﾀｷﾞ ﾘｮｳﾌﾞ ﾔﾏﾓｶﾞｼ ﾀﾑｼﾊﾞ

ﾅｶﾞﾊﾞﾉｺｳﾔﾎﾞｳｷ ﾅﾅﾐﾉｷ ｺｶﾞｸ ｳﾂｷﾞ ﾆﾜﾄｺ ﾇﾙﾃﾞ

ﾔﾏﾌｼﾞ ｺﾞﾏｷﾞ ﾀﾏﾐｽﾞｷ ｱﾌﾞﾗﾁｬ ﾝ ﾔﾏｺｳﾊﾞｼ

ｺｼｱﾌ゙ ﾗ ﾔﾏｳﾙｼ ﾔﾌﾞﾃﾞﾏﾘ ﾑｸﾛｼﾞ ﾀ゙ ﾝｺｳﾊﾞｲ

ｶｼﾜ ﾐﾔﾏﾊﾊｿ ﾏﾝｻ ｸ ｲｲｷﾞﾘ ｶﾝﾎﾞｸ

ｸﾏﾉﾐｽﾞｷ ﾀﾗﾉｷ ﾈｺﾉﾁﾁ ﾊﾅｶｶﾞｼ ｺﾅﾗ

ｱﾜﾌﾞｷ ﾋﾒ ｼｬﾗ ｱｶｼﾃﾞ ｵﾄｺﾖｳｿﾞﾒ ｱｶｶﾞｼ

ｷｶﾞﾝﾋﾟ ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ(白花） ｶｲﾅﾝｻﾗｻﾄﾞｳﾀﾞﾝ ﾂｸｼｵｵ ﾅﾗ

（本）

 
図  4.9 供給可能量［九州地方］  
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表  4.19 供給可能量［九州地方］  

  大分県 福岡県 鹿児島県 佐賀県 宮崎県 供給可能量計（本） 割合 

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 2,000         2,000 4.8% 

ｸﾏｼﾃﾞ 300 1,000       1,300 3.1% 

ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 1,000         1,000 2.4% 

ﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ 1,000         1,000 2.4% 

ﾂﾘﾊﾞﾅ   1,000       1,000 2.4% 

ｱｷｸﾞﾐ 1,000         1,000 2.4% 

ﾀﾌﾞﾉｷ 1,000         1,000 2.4% 

ｼﾗｶｼ 1,000         1,000 2.4% 

ｻﾀﾂﾂｼﾞ     1,000     1,000 2.4% 

ｺﾊﾞﾉｶﾞﾏｽﾞﾐ 1,000         1,000 2.4% 

ｲﾁｲｶﾞｼ 1,000         1,000 2.4% 

ｹﾔｷ 1,000         1,000 2.4% 

ｲﾇﾋﾞﾜ 1,000         1,000 2.4% 

ｶﾗｽｻﾞﾝｼｮｳ 1,000         1,000 2.4% 

ｶﾞﾏｽﾞﾐ 1,000         1,000 2.4% 

ｳﾂｷﾞ 1,000         1,000 2.4% 

ｳﾒﾓﾄﾞｷ 1,000         1,000 2.4% 

ｳﾗｼﾞﾛｶﾞｼ 1,000         1,000 2.4% 

ｴｺﾞﾉｷ 1,000         1,000 2.4% 

ﾉｸﾞﾙﾐ 300 300       600 1.4% 

ｱｵﾊﾀﾞ 300 300       600 1.4% 

ｶﾏﾂｶ 300 300       600 1.4% 

ｶﾂﾗ 500 100       600 1.4% 

ﾑｸﾉｷ 500         500 1.2% 

ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 500         500 1.2% 

ｵｵﾓﾐｼﾞ 500         500 1.2% 

ﾐｽﾞｷ 500         500 1.2% 

ﾋｻｶｷ 500         500 1.2% 

ｽﾞﾐ   500       500 1.2% 

ｼﾛﾀﾞﾓ 500         500 1.2% 

ｶｺﾞﾉｷ 200 300       500 1.2% 

ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 500         500 1.2% 

ｲﾎﾞﾀ 500         500 1.2% 

ｸﾁﾅｼ 500         500 1.2% 

ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ 500         500 1.2% 

ｴｿﾞｴﾉｷ 500         500 1.2% 

ﾏﾙﾊﾞｱｵﾀﾞﾓ   250   100   350 0.8% 

ｹﾝﾎﾟﾅｼ 300 10       310 0.7% 
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  大分県 福岡県 鹿児島県 佐賀県 宮崎県 供給可能量計（本） 割合 

ﾔﾏﾄｱｵﾀﾞﾓ 300         300 0.7% 

ｷﾊﾀﾞ 300         300 0.7% 

ｷﾌﾞｼ 300         300 0.7% 

ﾐｽﾞﾒ 300         300 0.7% 

ﾐｽﾞﾅﾗ 300         300 0.7% 

ｵﾆｸﾞﾙﾐ 300         300 0.7% 

ﾊﾙﾆﾚ 200 100       300 0.7% 

ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 300         300 0.7% 

ﾅﾗｶﾞｼﾜ 300         300 0.7% 

ｺｳｿﾞ 300         300 0.7% 

ｾﾝﾀﾞﾝ 300         300 0.7% 

ｻﾙﾅｼ 300         300 0.7% 

ｺﾏﾕﾐ 300         300 0.7% 

ｶﾅｸｷﾞﾉｷ 200 15       215 0.5% 

ﾌｻｻﾞｸﾗ 200 10       210 0.5% 

ｸｻｷﾞ 200         200 0.5% 

ｺﾊﾞﾝﾉｷ 200         200 0.5% 

ｵｵﾊﾞｱｻｶﾞﾗ 200         200 0.5% 

ｴﾝｺｳｶｴﾃﾞ 200         200 0.5% 

ｺﾞﾝｽﾞｲ 200         200 0.5% 

ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ 200         200 0.5% 

ﾐﾂﾊﾞｳﾂｷﾞ 200         200 0.5% 

ｳﾘｶｴﾃﾞ 200         200 0.5% 

ｼｬｼｬﾝﾎﾞ 200         200 0.5% 

ﾏﾕﾐ 200         200 0.5% 

ｼﾗｷ 200         200 0.5% 

ｼﾛｻﾜﾌﾀｷﾞ 200         200 0.5% 

ｲﾇﾂｹﾞ 200         200 0.5% 

ｼﾛﾓｼﾞ 100 100       200 0.5% 

ｶｶﾂｶﾞﾕ   200       200 0.5% 

ﾊｾﾞﾉｷ 200         200 0.5% 

ﾊｸｻﾝﾎﾞｸ(ﾔﾏﾃﾗｼ)   200       200 0.5% 

ﾄﾁﾉｷ 200         200 0.5% 

ｱｻｶﾞﾗ 200         200 0.5% 

ﾁﾄﾞﾘﾉｷ 200         200 0.5% 

ﾁｼｬﾉｷ 200         200 0.5% 

ﾌｼﾞﾂﾂｼﾞ         170 170 0.4% 

ｻﾞｲﾌﾘﾎﾞｸ 100 50       150 0.4% 

ﾀﾝﾅｻﾜﾌﾀｷﾞ 100 30       130 0.3% 

ﾘｮｳﾌﾞ 100         100 0.2% 
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  大分県 福岡県 鹿児島県 佐賀県 宮崎県 供給可能量計（本） 割合 

ﾔﾏﾓｶﾞｼ       100   100 0.2% 

ﾀﾑｼﾊﾞ 100         100 0.2% 

ﾅｶﾞﾊﾞﾉｺｳﾔﾎﾞｳｷ 100         100 0.2% 

ﾅﾅﾐﾉｷ 100         100 0.2% 

ｺｶﾞｸｳﾂｷﾞ 100         100 0.2% 

ﾆﾜﾄｺ 100         100 0.2% 

ﾇﾙﾃﾞ 100         100 0.2% 

ﾔﾏﾌｼﾞ 100         100 0.2% 

ｺﾞﾏｷﾞ 100         100 0.2% 

ﾀﾏﾐｽﾞｷ 100         100 0.2% 

ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ 100         100 0.2% 

ﾔﾏｺｳﾊﾞｼ 100         100 0.2% 

ｺｼｱﾌﾞﾗ   100       100 0.2% 

ﾔﾏｳﾙｼ 100         100 0.2% 

ﾔﾌﾞﾃﾞﾏﾘ   100       100 0.2% 

ﾑｸﾛｼﾞ 100         100 0.2% 

ﾀﾞﾝｺｳﾊﾞｲ   100       100 0.2% 

ｶｼﾜ   100       100 0.2% 

ﾐﾔﾏﾊﾊｿ 100         100 0.2% 

ﾏﾝｻｸ 100         100 0.2% 

ｲｲｷﾞﾘ 100         100 0.2% 

ｶﾝﾎﾞｸ   80       80 0.2% 

ｸﾏﾉﾐｽﾞｷ   70       70 0.2% 

ﾀﾗﾉｷ 50         50 0.1% 

ﾈｺﾉﾁﾁ       50   50 0.1% 

ﾊﾅｶｶﾞｼ 50         50 0.1% 

ｺﾅﾗ   50       50 0.1% 

ｱﾜﾌﾞｷ 50         50 0.1% 

ﾋﾒｼｬﾗ   50       50 0.1% 

ｱｶｼﾃﾞ   50       50 0.1% 

ｵﾄｺﾖｳｿﾞﾒ   40       40 0.1% 

ｱｶｶﾞｼ       30   30 0.1% 

ｷｶﾞﾝﾋﾟ       30   30 0.1% 

ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ(白花）   20       20 0.0% 

ｶｲﾅﾝｻﾗｻﾄﾞｳﾀﾞﾝ   15       15 0.0% 

ﾂｸｼｵｵﾅﾗ       10   10 0.0% 

総計 34,650 5,540 1,000 320 170 41,680 100.0% 
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4.1.2  今後の供給可能性と生産・供給に関する現状及び問題点・要望  
今後の供給可能性と生産・供給に関する現状及び問題点・要望を確認するため、(社)日本植

木協会 地域性苗木生産研究会会員を対象にアンケートを実施し、28社より回答を得た。こ

の結果を以下に示す。 
 

(1)  今後の供給可能性  
1)  供給可能性の高い植物 
これまでの生産実績等から今後の供給可能性の高い植物に関して、それぞれ上位10種をあ

げてもらったところ、全部で102種（表 4.20参照）があげられた。このうち、コナラが今後

の供給可能性の高い植物種として最も多く、12社があげている。次いでアラカシが10社、タ

ブノキが7社であった。 
供給可能性の高い植物及び回答した植木会社数の一覧を表 4.20に示す。 
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表  4.20 供給可能性の高い植物  

No 植物種名 植木会社数 No 植物種名 植木会社数 No 植物種名 植木会社数 

1 コナラ  12社 34 ミヤマシキミ 2社 67 ハマヒサカ キ 1社 

2 アラカシ 10社 35 マユミ 2社 68 ヒゴショ ウブ 1社 

3 タブノキ 7社 36 クロガネモチ 2社 69 エゾユズリハ 1社 
4 ヤマザクラ  6社 37 ヒメユズリハ 2社 70 ヒノキ 1社 
5 シラカシ 6社 38 オオヤマザクラ  2社 71 クロモジ 1社 
6 クヌ ギ 6社 39 ヒサカキ 2社 72 エチゼンスイ セン 1社 
7 エゴノキ 6社 40 ナナカ マド 2社 73 ベニヤマザクラ  1社 
8 ウバメガシ 6社 41 ナツツバキ 2社 74 ホウノキ 1社 
9 ヤマモミジ 5社 42 イヌマキ 2社 75 ホルトノキ 1社 
10 ヤマボウシ 5社 43 コバノミツバツツジ 2社 76 マテバシイ  1社 
11 ミズナラ  5社 44 ツブラ ジイ 2社 78 クロバイ  1社 
12 イ タヤカエデ 4社 45 シイノキ 2社 79 アカ エゾマツ 1社 
13 ヤマモモ 4社 46 イチイ ガシ 1社 80 ミツバツツジ 1社 
14 ツリバナ 4社 47 コマユミ 1社 81 ミヤコザサ 1社 
15 アカ ガシ 4社 48 シャシャンポ 1社 82 アキグミ 1社 
16 イロハモミジ 4社 49 オオモミジ 1社 83 ムクノキ 1社 
17 スダジイ  4社 50 シラカバ 1社 84 メグスリノキ 1社 
18 シロダモ 4社 51 シラキ 1社 85 カ クレミノ 1社 
19 コブシ 3社 52 アズキナシ 1社 86 ヤケマハンノキ 1社 
20 ケヤキ 4社 53 シロモジ 1社 87 ヤシャブシ 1社 
21 ブナ 3社 54 スギ 1社 88 カンザブロウノキ 1社 
22 トチノキ 3社 55 セキショ ウ 1社 89 ヤブツバキ 1社 
23 ウラ ジロガシ 3社 56 アスナロ 1社 90 ガマズミ 1社 
24 アカ マツ 3社 57 ダンコウバイ  1社 91 カナクギノキ 1社 
25 クロマツ 3社 58 エゾヤマザクラ  1社 92 カ スミザクラ  1社 
26 ヤマツツジ 2社 59 コバンモチ 1社 93 ヤマハンノキ 1社 
27 アカ シデ 2社 60 エノキ 1社 94 ヤマヒハツ 1社 
28 カツラ 2社 61 トドマツ 1社 95 アベマキ 1社 
29 ヤブニッケイ  2社 62 トベラ  1社 96 ヤマモガシ 1社 
30 ヤチダモ 2社 63 アオダモ 1社 97 アセビ 1社 
31 モミノキ 2社 64 コシアブラ  1社 98 イヌシデ 1社 
32 カラコギカ エデ 2社 65 ネズミモチ 1社 99 抵抗性クロマツ・アカ マツ 1社 
33 モチツツジ 2社 66 ハマナス 1社    
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2)  これまでの生産量を基準とした供給可能性 
これまでの「地域性苗木」の生産量を基準とした今後の供給可能性については、図 4.10に

示すように「今後需要があれば現状よりも多く供給できる」が50％を占めた。次いで「今後

の需要にかかわらず現状と同水準で供給できる」が35％、「今後の需要にかかわらず現状より

も低い水準で供給できる」が15％であった。 
 

0 2 4 6 8 10 12 14

1.今後需 要があれば現状よりも多く供給できる

2.今 後の需要 にかか わらず現状と同水準の 供給ができる

3.今後の需 要にか かわらず現状 よりも低い水準で供給できる

植 木会社数

（社）

 
 

 

1.今後需要があれば

現状よりも多く供給で

きる 

2.今後の需要にかか

わらず現状と同水準

の供給ができる 

3.今後の需要にかか

わらず現状よりも低い

水準で供給できる 

計 

植木会社数 13社 9社 4社 26社 

割合 50% 35% 15% 100% 

図  4.10 これまでの生産量を基準とした供給可能性  
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(2)  生産・供給に関する現状及び問題点・要望  
1)  地域性苗木の生産促進の条件 

今後、地域性苗木の生産を促進するための条件として考えられる事項については、表 4.11
に示すように「地域性苗木に関する需要情報の公開」が19社、次いで、「地域性苗木として流

通できる範囲の明確化」が14社、その他が２社であった。（複数回答） 
その他については、「予約生産」などであった。 

 

 

 

1.地域性苗

木に関す

る需要情

報の公開 

2.地域性苗

木に係る明

確な基準の

提示 

3.地域性苗

木となる植物

種ごとの標準

価格の明示 

4.地域性苗木

として流通で

きる範囲の明

確化 

5.種穂採取

地となる母

樹林等の

明確化 

6.地域性苗木とし

て地域ごとに使

用可能な植物種

名等の提示 

7.そ

の他 
計 

延べ植

木会社

数 

19社 0社 0社 14社 0社 0社 2社 35社 

割合 54% 0% 0% 40% 0% 0% 6% 100% 

図  4.11 生産促進の条件  

 

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

1.地域性苗木に関する需要情報の公開

2.地域性苗木に係る明確な基準の提示

3.地域性苗木となる植物種ごとの標準価格の明示

4.地域性苗木として流通できる範囲の明確化

5.種穂採取地となる母樹林等の明確化

6.地域性苗木として地域ごとに使用可能な植物種名等の提示

7.その他

延べ植木会社数
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2)  生産・供給の問題点 
現状において地域性苗木を生産・供給する上での問題点は、表 4.12に示すように「需要の

見通しが不明でリスクが大きい」が最も多く20社、次いで「需要に対して必要な規格や品質、

数量が揃いにくい」が14社、「生産価格に見合った販売価格とはなっていない」が13社、「地

域性苗木の供給情報が発信できない」が6社であった。 
 

0 5 10 15 20 25

1.需要の見通しが不明でリスクが大きい

2.生産価格に見合った販売価格とはなっていない

3.需要に対して必要な規格や品質、数量が揃いにくい

4.地域性苗木としての統一的な証明方法がない

5.地域性苗木の供給情報が発信できない

6.その他

延べ植木会社数

 

 

1.需要の見

通しが不明

でリスクが

大きい 

2.生産価格

に見合った

販売価格と

はなってい

ない 

3.需要に対

して必要な

規格や品

質、数量が

揃いにくい 

4.地域性苗

木としての

統一的な

証明方法

がない 

5.地域性苗

木の供給

情報が発

信できない 

6.その他 計 

延べ植木会

社数 
20社 13社 14社 0社 6社 0社 53社 

割合 38% 25% 26% 0% 11% 0% 100% 

図  4.12 生産・供給の問題点  
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3)  生産・供給に関する要望 
地域性苗木の生産や供給に際しての要望は、表 4.21に示すように地域性苗木の認定・需給

の体制に関する要望が最も多く６件、情報提供を求める要望が3件、価格に関する要望が3件
であった。 

 
表  4.21 生産・供給に関する要望  

No 要望 
制度・

体制 
情報 価格 

今後

検討 

1 自社で生産をはじめたばかりなのでこれからよく考えたい。    ● 

2 

作っても売れるかどうか分らないというリスクが大きい点で、

なんらかの方法で予約生産が出来れば確実性も高く、リスクが

少なくなる。 

●    

3 
地域性苗木の特質として、供給までに時間がかかる事から受注

生産等の形態を取り入れていって欲しい 
●    

4 

元々が地元より種、穂木を採取した生産品に対しての差別化を

どうするのか？また、そういった品物に対していかに単価を取

り、特別な品物だと理解して買って頂けるのか？また、地域性

苗木の条件を余り難しくすると、加入者が少なくなると思う。 

●  ●  

5 

当社は生産者ではなく卸流通社だが、問い合わせはある。ただ

し、今までは業者発注後に県内産でできるかの問い合わせがほ

とんどで、その場合、ほとんどが金額的に合わず、また流通が

ない物と対応するのがほとんどだ。 

  ●  

6 

地域性苗木の規格は、通常の苗木の生長と異なる為、別途に規

格基準を設け許容範囲も設ける。通常の規格でなく、年数で販

売する。(目安として高さなど表示する)発注者及びコンサル会

社などに各地域の自生種などもっと知ってもらいたい。 

● ●   

7 
地域性苗木である証明をしてくれるものがいる。役所からの証

明等（対抗性マツ等のような） 
●    

8 地域性苗木を設計折込の場合の価格の安定を望む。   ●  

9 
地域内指定苗木を使用する場合、設計者からあるいは発注者か

らの情報が必要。 
 ●   

10 
地域性苗木の需要と供給は、全国展開できることではなくその

地方や地域での需給体制を整えてゆくことが必要と考える。 
●    

11 
需要状況が分かればそれに対応したいと思う。状況提供お願い

します。 
 ●   

 6件 3件 3件 1件 
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4.2  （社）日本種苗協会における供給体制の現状 
（社）日本種苗協会に関しては、同協会の芝・牧草部会会員７種苗会社に対してアンケー

ト調査を実施し、平成18年度における地域性在来緑化植物の供給実績や、今後の供給可能性

と地域性在来緑化植物の生産・供給に関する現状の確認を行った。 
以下にこれらの結果を整理する。 

 
4.2.1  供給実績  
(1)  供給種苗  

平成18年度において供給実績のある地域性在来緑化植物の種苗は193種（548.275kg・
234,272株）あり、その内訳は木本90種（148.275 kg・43,280株）、草本103種（400 kg・185,992
株）である。供給種苗種及び供給量の一覧を表 4.22、表 4.23に示す。 

 
表  4.22 供給種苗 (木本 ) 

供給量 供給量 
No. 植物種 

Kg 株 
No. 植物種 

Kg 株 

1 アオダモ   1,000 46 ダケカンバ   1,300 

2 アカ エゾマツ   1,400 47 タニウツギ   1,000 

3 アカ メガシワ 3.3   48 タラノキ 0.6 820 

4 アキグミ   1,000 49 チョ ウセンゴミシ   50 

5 アズキナシ   少量 50 ツノハシバミ 0.05   

6 アブラチャン 1.1   51 ツリバナ   540 

7 イ タヤカエデ   200 52 ツルアジサイ    50 

8 イヌエンジュ   50 53 ツルウメモドキ   840 

9 イボタ   260 54 トドマツ   120 

10 イワガラ ミ   160 55 ドロノキ   420 

11 ウコンウツギ   120 56 ナナカ マド   770 

12 ウダイカンバ   270 57 ヌ ルデ 26.2 60 

13 ウツギ 5.6   58 ノブドウ   180 

14 ウリノキ   少量 59 ノリウツギ   790 

15 ウワミズザクラ    少量 60 ハイ マツ   430 

16 エゾシモツケ   200 61 ハウチワカ エデ   250 

17 エゾニワトコ   70 62 ハクウンボク   290 

18 エゾヤマザクラ    290 63 ハシドイ    340 

19 エゾヤマハギ   1,100 64 バッコヤナギ   120 

20 オオツリバナ   340 65 ハマナス   5,200 

21 オオバアサガラ  1.6   66 ハルニレ   5,400 

22 オニグルミ   少量 67 ヒメヤシャブシ   110 

23 オヒョ ウ   960 68 フサザクラ  3.4   

24 カ シワ   250 69 ブナ   520 

25 カツラ   960 70 ホオノキ   少量 

26 ガマズミ   100 71 ホザキシモツケ   860 
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供給量 供給量 
No. 植物種 

Kg 株 
No. 植物種 

Kg 株 

27 カラコギカ エデ   230 72 ホザキナナカ マド   520 

28 カンボク   660 73 マタタビ   少量 

29 キタコブシ   70 74 マユミ   140 

30 キハダ   110 75 マルバシモツケ   1,100 

31 キブシ 4.2   76 ミズキ   600 

32 クサギ 0.025   77 ミズナラ    970 

33 クリ   少量 78 ミツバウツギ   120 

34 ケヤマウコギ   170 79 ミネヤナギ   250 

35 ケヤマハンノキ   1,740 80 ミヤマガマズミ   190 

36 コクワ   少量 81 ミヤマハンノキ   1,100 

37 コナラ    230 82 ミヤママタタビ   120 

38 コバノヤマハンノキ   50 83 ヤシャブシ 0.9   

39 コマツナギ 100   84 ヤチダモ   2,200 

40 コマユミ   少量 85 ヤチハンノキ   1,100 

41 サワグルミ   340 86 ヤマグワ   110 

42 シウリザクラ    100 87 ヤマブドウ   少量 

43 シナノキ   490 88 ヤマモミジ   150 

44 シラカバ 0.8 890 89 リョ ウブ 0.5   

45 ズミ   270 90 ワタゲカ マツカ    70 

      計 148.275Kg 43,280株 

（平成18年度末現在） 
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表  4.23 供給種苗 (草本 ) 
供給量 供給量 

No. 植物種 
Kg 株 

No. 植物種 
Kg 株 

1 アキノキリンソウ   350 53 サジオモダカ    100 

2 アヤメ   700 54 サドスゲ   960 

3 イ タドリ 150   55 サワシバ   360 

4 イワヨモギ   120 56 サンカ クイ    130 

5 ウツボグサ   2,660 57 ジジバリ   120 

6 ウド   150 58 シナノキンバイ ソウ   少量 

7 ウマノアシガタ   26,962 59 シラ ネアオイ    1,700 

8 ウラ ジロイチゴ   160 60 シロバナタンポポ   29,100 

9 ウンラン   340 61 シロヨモギ   330 

10 エゾエンゴグサク   少量 62 ススキ   少量 

11 エゾオヤマリンドウ   少量 63 スミレ類   15,720 

12 エゾカワラナデシコ   250 64 セリ   460 

13 エゾカワラ マツバ     65 センダイ ハギ   900 

14 エゾキケマン   少量 66 チガヤ   4,800 

15 エゾゴマナ   60 67 ツルヨシ   600 

16 エゾノカワラ マツバ   780 68 トリアシショ ウマ   少量 

17 エゾノキリンソウ   690 69 ナガサキシャジン   2,885 

18 エゾノコンギク   170 70 ナワシロイチゴ   370 

19 エゾノハナシノブ   230 71 ノアザミ   1,100 

20 エゾミソハギ   7,000 72 ノウゴウイチゴ   330 

21 エゾムラ サキ   少量 73 ノコギリソウ   1,100 

22 
エゾヨモギ（オオヨモギ・ヤマ

ヨモギ） 
    74 ノコンギク   1,200 

23 オオイ タドリ     75 ハナウド   20 

24 オオウシノケグサ     76 ハマエンドウ   220 

25 オオカ サスゲ   1,500 77 ハマニンニク   110 

26 オカ トラノオ   1,370 78 ハマハタザオ   80 

27 オガラ バナ   少量 79 ハマヒルガオ   少量 

28 オギ   120 80 ハマボウフウ   少量 

29 オトギリソウ   少量 81 ヒメシラ スゲ   470 

30 オトコエシ   3,730 82 ヒラギシスゲ   少量 

31 オトコヨモギ     83 ピレオギク   250 

32 オヘビイチゴ   9,570 84 ビロードスゲ   240 

33 オミナエシ   14,380 85 ヒロハクサフジ   50 

34 カキドウシ   370 86 フクジュソウ   60 

35 カ サスゲ   120 87 フトイ    370 

36 カ センソウ   390 88 ヘビイチゴ   少量 
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供給量 供給量 
No. 植物種 

Kg 株 
No. 植物種 

Kg 株 

37 カ タクリ   少量 89 マコモ   70 

38 カノコソウ   15 90 マルバキンレイカ   140 

39 ガマ   1,400 91 ミクリ   200 

40 カワミドリ   2,820 92 ミツガシワ   少量 

41 カワラナデシコ   2,120 93 ミヤコグサ   2,050 

42 キキョ ウ   3,000 94 ミヤマラ ッキョ ウ   少量 

43 ギョ ウジャニンニク   100 95 ムラ サキシキブ   710 

44 キンミズヒキ   少量 96 ヤナギラン   570 

45 クガイ ソウ   少量 97 ヤマアワ   少量 

46 クサフジ   少量 98 ヤマハハコ   310 

47 ゲンノショ ウコ   100 99 ヨシ   11,000 

48 コウボウムギ   70 100 ヨツバヒヨドリ   少量 

49 コオニユリ   8,080 101 ヨメナ   5,060 

50 コハマギク   120 102 ヨモギ 250   

51 コメススキ     103 リンドウ   11,750 

52 コンロンソウ   少量   計 400Kg 185,992株 

（平成18年度末現在） 
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(2)  供給種苗ごとの供給方法  
供給種苗ごとの供給方法は、図 4.13に示すように「地採り・山採りにより採取した種子を

供給」した植物種が７％、「その他」が93％となっている。 
「その他」の内訳は、「山採りした種子から圃場で育苗したPot苗」が90％（のべ172種）、

「山採りした種子から育苗し、採種圃場で育成したものから採種」した種が10％（のべ20種）

という比率となっている。 

0 50 100 150 200 250

1.ほ場にある親木・親株や母樹・採取園等から採取した種子を供給

2 .ほ場にある親木・親株や母樹・採取園等をもとに育苗した苗を供給

3.地採り・山採りにより採取した種子を供給

4.地採り・山採りにより採取した苗を供給

5.その他

延べ植物種数（種）

 
 1.ほ場にある親

木・親株や母

樹・採取園等か

ら採取した種子

を供給 

2.ほ場にある親

木・親株や母

樹・採取園等を

もとに育苗した

苗を供給 

3.地採り・山採

りにより採取し

た種子を供給 

4.地採り・山採

りにより採取し

た苗を供給 

5.その他 計 

延べ植物種数 0種 0種 16種 0種 217種 233種 

割合 0% 0% 7% 0% 93% 100% 

図  4.13 供給種苗ごとの供給方法  



 134 

(3)  種穂採取地と育成場所  
「ほ場にある親木・親株や母樹・採取園等から採取した種子を供給」した場合と、「ほ場に

ある親木・親株や母樹・採取園等をもとに育苗（実生・挿し木）した苗を供給」した場合に

ついて、供給種苗ごとの種穂の採取地と育成場所の関係を整理した（図 4.14参照）。 
この整理にあたっては、都道府県界を基準に区分を行い、「採取地と同じ都道府県で生産」、

「採取地と隣接する都道府県で生産」、「採取地と隣接しない都道府県で生産」に分類した。 
採取地と同エリアで生産した植物種は、供給種苗全体の88％、隣接エリアで生産した植物

種が0％、隣接しないエリアで生産した植物種が３％、不明が９％であった。 
 

0 50 100 150 200 250

採取地 と同エリアで生産

採取地と隣 接エリアで生 産

採取地と隣 接しないエリアで生 産

不 明

延べ 植物種数（種 ）

 
 採取地と同じ都道

府県で生産 

採取地と隣接する

都道府県で生産 

採取地と隣接しな

い都道府県で生産 
不明 合計 

延べ植物種数 191種 0種 6種 20種 217種 

割合 88% 0% 3% 9% 100% 

図  4.14 種穂採取地と育成場所 
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4.2.2  今後の供給可能性  
今後、供給可能と考えられる植物種については、2社より具体的な種名の回答を得た。また、

需要があれば現状よりも多く供給できるとした植物種は4種、増殖試験中とした植物種が14
種であった。 
具体的な種名については以下の表 4.24に示す。 
この他、予約生産を基本とすると回答した種苗会社が1社、不明1社、可能性がないと回答

した種苗会社が2社であった。 
 

表  4.24 供給可能性  

 今後需要があれば現状

よりも多く供給できる 
増殖試験中 供給可能量 

イタドリ ○  150 kg 

ヨモギ ○  250 kg 

ススキ ○  10 kg 

コマツナギ ○  100 kg 

イワノガリヤス  ○  
ノガリヤス  ○  
ヒメノガリヤス  ○  
ハネガヤ  ○  
アキノキリンソウ  ○  
コウゾリナ  ○  
ハチジョ ウナ  ○  
ヤナギタンポポ  ○  
ヤマハハコ  ○  
クサイ  ○  
ネズミガヤ  ○  
コウボウ  ○  
ホッスガヤ  ○  
カワラハハコ  ○  
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4.2.3  地域性在来緑化植物の生産・供給に関する現状及び問題点・要望  
(1)  地域性在来緑化植物の証明方法  

各事業者で供給している緑化植物を「地域性在来緑化植物」として証明するために、現在

取り組んでいる内容については、「問い合わせ等に応じて生産履歴を提示している」が3社、

「生産していないため不明」が1社、その他（採取地で保管し、そのまま納入。弊社保管の場

合は採取地を記入して納入）が1社であった（図  4.15参照）。 

0 1 2 3 4

1：問い合わせ等に応じて生産履歴を提示している

2：産地等が記されているラベルを添付している

3：特別な証明は行っていない

4 ：現在、地域性在来緑化植物を生産していないため不明

5：その他

種苗会社数

 
 1：問い合わせ等

に応じて生産履

歴を提示している 

2：産地等が記さ

れているラベル

を添付している 

3：特別な証明は

行っていない 

4：現在、地域性

在来緑化植物を

生産していないた

め不明 

5：その

他 
計 

種苗会社数 3社 0社 0社 1社 1社 5社 

割合 60% 0% 0% 20% 20% 100% 

図  4.15 地域性在来緑化植物の証明方法  

 
(2)  地域性在来緑化植物の供給方式  

各事業者において、これまで供給している地域性在来緑化植物の総量を10とし、供給方式

を「委託生産」と「市場生産」に分けた場合の生産方式別の生産比率については、「委託生産：

市場生産＝10：0」が3社、「委託生産：市場生産＝8：2」が1社であった。 
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(3)  地域性在来緑化植物の供給を促進する条件  
今後、地域性在来緑化植物の供給を促進するための条件として考えられる事項については、

７社中３社が複数回答、１社単数回答、３社未回答となっており、図  4.16に示すように「1：
地域性在来緑化植物に関する需要情報の公開」、「2：地域性在来緑化植物に係る明確な基準の

提示」、「4：地域性在来緑化植物として流通できる範囲の明確化」、「6：地域性在来緑化植物

として地域ごとに使用可能な植物種名等の提示」を条件とする場合がそれぞれ3社であった。 
次いで、「3：地域性在来緑化植物となる植物種ごとの標準価格の明示」「7：その他」の場

合がそれぞれ2社、「5：種穂採取地となる母樹林等の明確化」が1社であった。 
その他については、「品質検定・品質維持・価格・採取量等の問題があり、弊社では供給促

進は難しい」が1社、「発注者の積極的な設計折込、導入植物のモニタリングの実施と公開」

が1社であった。 
 

0 1 2 3 4

1 ：地域性在来緑化植物に関する需要情報の公開

2 ：地域性在来緑化植物に係る明確な基準の提示

3： 地域性在来緑化植物とな る植物種ごとの標準価格の明示

4：地域性在来緑化植物として流通できる範囲の明確化

5：種穂採取地となる母樹林等の明確化

6： 地域性在来緑化植物として 地域ごとに使用可能な植物種名
等の提示

7：その他

延べ種苗会社数

 
 1：地域性在

来緑化植物

に関する需

要情報の公

開 

2：地域性在

来緑化植物

に係る明確

な基準の提

示 

3：地域性在

来緑化植物

となる植物

種ごとの標

準価格の明

示 

4：地域性在

来緑化植物

として流通

できる範囲

の明確化 

5：種穂採取

地となる母

樹林等の明

確化 

6：地域性在

来緑化植物

として地域

ごとに使用

可能な植物

種名等の提

示 

7：その

他 

計 

延べ種苗

会社数 
3社 3社 2社 3社 1社 3社 2社 17社 

割合 18% 18% 12% 18% 6% 18% 12% 100% 

図  4.16 供給を促進する条件  
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(4)  地域性在来緑化植物の生産・供給上の問題点  
現状において地域性在来緑化植物を生産・供給する上での問題点については、７社中４社

が複数回答、１社単数回答、２社未回答となっており、図 4.17に示すように「需要の見通し

が不明でリスクが大きい」が最も多く29％、次いで「需要に対して必要な規格や数量が揃い

にくい」、「地域性在来緑化植物としての統一的な証明方法がない」がそれぞれ21％であった。 

0 1 2 3 4 5

1：需要の見通しが不明でリスクが大きい

2：供給価格に見合った販売価格とはなっていない

3：需要に 対して必要な規格や数量が揃いにくい

4：地域性在来緑化植物としての統一的な証明方法

がない

5：地域性在来緑化植物の供給情報が発信できない

6：その他

延べ種苗会社数

 
 1：需要の見通

しが不明でリ

スクが大きい 

2：供給価格に

見合った販売

価格とはなっ

ていない 

3：需要に対し

て必要な規格

や数量が揃い

にくい 

4：地域性在来

緑化植物とし

ての統一的な

証明方法がな

い 

5：地域性在来

緑化植物の供

給情報が発信

できない 

6：そ

の他 

計 

延べ種苗会

社数 
4社 2社 3社 3社 1社 1社 14社 

割合（％） 29% 14% 21% 21% 7% 7% 100% 

図  4.17 生産・供給上の問題点  
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(5)  地域性在来緑化植物の生産・供給に係る要望  
地域性在来緑化植物の生産や供給に際しての要望については、証明機関の必要性や発芽条

件等の基準の新設、外国産在来種との差別化、業務発注のシステム構築があげられた。詳細

を表 4.25に示す。 
 

表  4.25 生産・供給に係る要望  
要望  

単に採種地でなく、遺伝的に地域性植物であることの証明機関が必要  

発芽条件を満たす種子の生産が困難  

採種増殖にコストがかかり割高になるため、受注生産以外はリスクが高く、在庫が難しい  
苗生産には２～３年、大量の種子増殖には３～４年かかるため、新たな地域、種類では数年前からの受注生産、

または採種・育苗のそれぞれの業務発注が必要  

発芽率、発芽勢など品質が一定でないため、流通品種とは別の基準が必要  

外国産在来種との差別化が必要  
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4.3  全国山林種苗協同組合連合会における供給体制の現状 
全国山林種苗協同組合連合会では、広葉樹トレーサビリティ事業を実施しており、この事

業に基づき認定された生産者により種穂の採取地等が明らかな広葉樹苗木の生産に取り組ん

でいる。 
以下に、広葉樹トレーサビリティー事業に基づき生産されている広葉樹苗木の生産見込み

量について整理する。 
 

4.3.1  認定登録者の状況  
本事業において認定された苗木生産者は、平成19年3月末現在で18県119名である（表  4.26

参照）。 
表  4.26 広葉樹苗木生産に係る認定者数  

 

平成17年度 

登録者数(人) 

平成18年度 

登録者数(人) 

計 

（人） 

 平成17年度 

登録者数(人) 

平成18年度 

登録者数(人) 

計 

（人） 

北海道 0 0 0 京都府 0 0 0 

青森県 3 0 3 大阪府 0 0 0 

岩手県 7 0 7 兵庫県 0 0 0 

宮城県 3 0 3 奈良県 0 0 0 

秋田県 1 6 7 和歌山県 0 0 0 

山形県 0 0 0 鳥取県 5 0 5 

福島県 0 0 0 島根県 0 0 0 

茨城県 5 0 5 高知県 0 10 10 

栃木県 0 0 0 愛媛県 11 0 11 

群馬県 0 10 10 岡山県 1 1 2 

埼玉県 0 0 0 広島県 1 0 1 

千葉県 0 0 0 山口県 0 0 0 

東京都 0 0 0 徳島県 0 0 0 

神奈川県 0 5 5 香川県 0 0 0 

新潟県 0 6 6 愛媛県 11 0 11 

富山県 0 1 1 高知県 0 10 10 

石川県 0 0 0 福岡県 0 0 0 

福井県 0 4 4 佐賀県 0 0 0 

山梨県 0 0 0 熊本県 0 0 0 

長野県 0 0 0 大分県 0 0 0 

岐阜県 19 0 19 宮崎県 0 17 17 

静岡県 0 0 0 鹿児島県 0 0 0 

愛知県 3 0 3 沖縄県 0 0 0 

三重県 0 0 0 登録者数計 59 60 119 

（平成18年度末現在） 
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4.3.2  生産見込み量  
本事業の登録認定時における生産見込み量は、およそ430万本となっており、樹種別の生産

見込み量はコナラが約97万本と最も多く、次いでケヤキの約77万本となっている（表  4.27
参照）。 

 
表  4.27 認定登録者による生産見込み量  

樹種 生産見込み量（本） 樹種 生産見込み量（本） 

コナラ 976,900 カシワ 10,100 

ケヤキ 768,350 イヌエンジュ 9,700 

クヌギ 612,910 アラカシ 8,000 

ブナ 365,040 ホオノキ 7,820 

ヤマザクラ 256,580 センダン 6,500 

ミズナラ 161,560 ヤマハンノキ 5,900 

ヤシャブシ 124,300 サワグルミ 5,500 

エンジュ 96,500 ナナカマド 5,500 

クリ 93,500 イチョウ 4,100 

ヤマボウシ 84,710 キハダ 3,730 

ヤマグリ 83,430 モミジ 3,700 

トチノキ 67,300 イチイガシ 3,100 

イタヤカエデ 67,100 タブ 3,000 

カツラ 62,900 ヤマハギ 3,000 

アオダモ 56,000 アカシア 3,000 

シバグリ 52,500 トゲナシニセアカシヤ 2,500 

イロハモミジ 47,930 シオジ 2,070 

アキグミ 37,100 アベマキ 2,000 

イタチハギ 37,000 ツブラジイ 2,000 

ヤマモミジ 33,800 ミヤマヤシャブシ 1,920 

エゴノキ 30,000 ヒメシャラ 1,350 

シラカシ 24,600 オオシマザクラ 1,000 

クスノキ 21,000 ミズメ 1,000 

オオヤマザクラ 19,000 ミズキ 800 

ヤチダモ 18,700 エノキ 500 

ウバメガシ 14,500 ケグワ 300 

ハンノキ 12,200 ソヨゴ 0 

 総計（本） 4,323,500 

（平成18年度末現在） 
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4.3.3  地方別の生産見込み量  
認定生産者が生産している広葉樹苗木の生産見込み量について、地方別に整理する。 

 
(1)  東北地方  

東北地方では、31種の広葉樹苗木の生産が見込まれており、その量は約135万本となって

いる(図 4.18及び表 4.28参照)。 
東北地方内では、秋田県内で種穂等を採取した広葉樹苗木の生産見込み量が最も多く約74

万本、次いで岩手県内で種穂等を採取したものが約49万本となっており、この２県で東北地

方全体の生産見込み量の約9割を占めている。 
また、生産が見込まれている植物種は、コナラが最も多く約36万本（27％）となっている。

次いで多く生産が見込まれている植物種は、ブナが約22万本（16％）、ケヤキが約14万本

（11％）となっている。 
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図  4.18 認定登録者による広葉樹苗木生産見込み量［東北地方］  
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表  4.28 認定登録者による広葉樹苗木生産見込み量［東北地方］  

 岩手県 宮城県 秋田県 青森・宮城県 青森県 生産見込み量（本） 割合 

コナラ 305,000 3,000 37,000   12,000 357,000 27%

ブナ 58,000   141,000 2,500 15,000 216,500 16%

ケヤキ   2,900 127,000   14,000 143,900 11%

ミズナラ 15,000   80,000   22,500 117,500 9%

クリ 62,000 1,000     10,500 73,500 5%

アオダモ   1,000 55,000     56,000 4%

カツラ 5,000 1,500 47,000     53,500 4%

トチノキ 8,000   40,000     48,000 4%

イタヤカエデ 10,000 3,100 34,000     47,100 3%

エンジュ   500 45,000     45,500 3%

シバグリ     45,000     45,000 3%

イタチハギ 30,000 2,000 5,000     37,000 3%

ヤマグリ     22,000     22,000 2%

ヤチダモ     16,000     16,000 1%

オオヤマザクラ   4,000 10,000     14,000 1%

イヌエンジュ   500 9,200     9,700 1%

カシワ   1,000 5,000     6,000 0%

クヌギ   5,500       5,500 0%

サワグルミ     5,500     5,500 0%

ナナカマド     5,500     5,500 0%

ヤマザクラ   500     4,000 4,500 0%

ホオノキ   700 3,000     3,700 0%

イロハモミジ     3,000     3,000 0%

ヤマモミジ     2,500     2,500 0%

キハダ     2,000     2,000 0%

アキグミ     2,000     2,000 0%

イチョ ウ     2,000     2,000 0%

ヤマボウシ   1,000       1,000 0%

ミズキ   800       800 0%

エノキ   500       500 0%

ソヨゴ   0       0 0%

生産見込み量（本） 493,000 29,500 743,700 2,500 78,000 1,346,700 

割合 37% 2% 55% 0% 6%

（平成18年度末現在） 
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(2)  関東地方  
関東地方では、22種の広葉樹苗木の生産が見込まれており、その量は約75万本となってい

る(図  4.19及び表 4.29参照)。 
関東地方のうち、群馬県内で種穂等を採取した広葉樹苗木が最も多い生産見込み量となっ

ており、約37万本（50％）となっている。 
樹種別では、コナラが約33万本（44％）と最も多い生産見込みとなっており、次いでケヤ

キ、クヌギがそれぞれ約9万本（12％）となっている。 
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図  4.19 認定登録者による広葉樹苗木生産見込み量［関東地方］  
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表  4.29 認定登録者による広葉樹苗木生産見込み量［関東地方］  

 茨城県 群馬県 神奈川県 千葉県 栃木県 生産見込み量（本） 割合 

コナラ 60,000 254,000 17,600 331,600 44%

ケヤキ 33,500 7,000 11,450 39,000 90,950 12%

クヌギ 13,500 70,000 6,310 89,810 12%

ヤマボウシ 5,610 70,000 75,610 10%

エゴノキ 30,000 30,000 4%

ヤマザクラ 12,500 5,000 4,080 21,580 3%

アキグミ 20,000 20,000 3%

ヤマモミジ 2,000 7,000 10,000 19,000 3%

ミズナラ 10,000 2,760 12,760 2%

ブナ 5,000 6,640 11,640 2%

エンジュ 6,000 2,000 8,000 1%

イロハモミジ 5,000 2,930 7,930 1%

ヤマグリ 7,000 7,000 1%

オオヤマザクラ 5,000 5,000 1%

アカシア 3,000 3,000 0%

ヤマハンノキ 2,900 2,900 0%

カツラ 2,300 2,300 0%

シオジ 2,070 2,070 0%

ホオノキ 1,920 1,920 0%

ミヤマヤシャブシ 1,920 1,920 0%

キハダ 1,730 1,730 0%

ヒメシャラ 1,350 1,350 0%

生産見込み量（本） 185,500 372,000 71,570 49,000 70,000 748,070 100%

割合 25% 50% 10% 7% 9% 100%

（平成18年度末現在） 
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(3)  北陸地方  
北陸地方では、14種の広葉樹苗木の生産が見込まれており、その量は約17万本となってい

る(図  4.20及び表 4.30参照)。 
北陸地方のうち、新潟県内で種穂等を採取した広葉樹苗木の生産見込み量が最も多く約13

万本となり、北陸全体の約8割を占めている。次いで、福井県内で種穂等を採取したものが約

3万本（18％）、富山県内で種穂等を採取したものが1万本（６％）となっている。 
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図  4.20 認定登録者による広葉樹苗木生産見込み量［北陸地方］  
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表  4.30 認定登録者による広葉樹苗木生産見込み量［北陸地方］  

 新潟県 富山県 福井県 生産見込み量（本） 割合 

ブナ 104,000     104,000 61% 

ケヤキ 2,300   22,500 24,800 15% 

クヌギ 2,300 2,500 2,500 7,300 4% 

アキグミ 7,000     7,000 4% 

コナラ 3,500 2,500   6,000 4% 

ヤマハンノキ     3,000 3,000 2% 

トチノキ     3,000 3,000 2% 

タブ 3,000     3,000 2% 

ヤチダモ 2,700     2,700 2% 

ヤマザクラ   2,500   2,500 1% 

トガナシニセアカシヤ   2,500   2,500 1% 

ミズナラ 2,500     2,500 1% 

ウバメガシ 2,000     2,000 1% 

イチョ ウ     600 600 0% 

生産見込み量（本） 129,300 10,000 31,600 170,900 100% 

割合 76% 6% 18% 100%  

（平成18年度末現在） 
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(4)  中部地方  
中部地方では、16種の広葉樹苗木の生産が見込まれており、その量は約60万本となってい

る(図  4.21及び表 4.31参照)。 
中部地方のうち、長野県内で種穂等を採取した広葉樹苗木が最も多い生産見込み量となっ

ており、約38万本（63％）となっている。次いで、岐阜県内で種穂等を採取したものが約14
万本（23％）、愛知県内で種穂等を採取したものが約8万本（13％）となっている。 
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図  4.21 認定登録者による広葉樹苗木生産見込み量［中部地方］  
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表  4.31 認定登録者による広葉樹苗木生産見込み量［中部地方］  

 愛知県 岐阜県 長野県 生産見込み量（本） 割合 

ケヤキ 4,000   333,600 337,600 56% 

コナラ 7,000 66,100 10,000 83,100 14% 

ヤマグリ   54,430   54,430 9% 

エンジュ     33,000 33,000 5% 

イタヤカエデ   20,000   20,000 3% 

クスノキ 18,000     18,000 3% 

シラカシ 18,000     18,000 3% 

アラカシ 8,000     8,000 1% 

ミズナラ 4,000   3,000 7,000 1% 

ヤマザクラ 6,000     6,000 1% 

クヌギ 6,000     6,000 1% 

ヤマモミジ 3,000     3,000 0% 

アベマキ 2,000     2,000 0% 

ツブラジイ 2,000     2,000 0% 

ミズメ 1,000     1,000 0% 

トチノキ 1,000     1,000 0% 

生産見込み量（本） 80,000 140,530 379,600 600,130 100% 

割合 13% 23% 63% 100%  

（平成18年度末現在） 
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(5)  近畿地方  
近畿地方では、2種の広葉樹苗木の生産が見込まれており、その量は約2万本となっている

(図  4.22及び表 4.32参照)。 
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図  4.22 認定登録者による広葉樹苗木生産見込み量［近畿地方］  

 
表  4.32 認定登録者による広葉樹苗木生産見込み量［近畿地方］  

 三重県 滋賀県 生産見込み量（本） 割合 

ヤシャブシ 10,000   10,000 50% 

ハンノキ   10,000 10,000 50% 

生産見込み量（本） 10,000 10,000 20,000 100% 

割合 50% 50% 100%   

（平成18年度末現在） 
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(6)  四国地方  
四国地方では、7種の広葉樹苗木の生産が見込まれており、その量は約21万本となっている

(図  4.23及び表 4.33参照)。 
高知県内で種穂等を採取した広葉樹苗木は、約15万本の生産見込み量となっており、四国

全体の7割となっている。 
植物種は、クヌギが最も多く約10万本となり、四国全体の生産見込み量の約5割を占めてい

る。次いで、ヤシャブシが約4万本（21％）、コナラが約3万本（14％）となっている。 
 

0

20000

40000

60000

80000

100000

120000

140000

160000

愛媛県 高知県

クヌギ ヤシャブシ コナラ イロハモミジ ヤマ ザクラ ケヤキ トチノキ

（本）

 
図  4.23 認定登録者による広葉樹苗木生産見込み量［四国地方］  
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表  4.33 認定登録者による広葉樹苗木生産見込み量［四国地方］  

  愛媛県 高知県 生産見込み量（本） 割合 

クヌギ 26,800 70,000 96,800 46%

ヤシャブシ 33,000 11,000 44,000 21%

コナラ 2,500 26,000 28,500 14%

イロハモミジ   19,000 19,000 9%

ヤマザクラ   16,000 16,000 8%

ケヤキ   5,000 5,000 2%

トチノキ 1,000  1,000 0%

生産見込み量（本） 63,300 147,000 210,300 100%

割合 30% 70% 100%  

（平成18年度末現在） 
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(7)  中国地方  
中国地方では、24種の広葉樹苗木の生産が見込まれており、その量は約83万本となってい

る(図  4.24及び表 4.34参照)。 
中国地方のうち、岡山県内で種穂等を採取した広葉樹苗木生産見込み量が最も多く約25万

本（29％）となっており、次いで、鳥取県内で種穂等を採取したものが約20万本（24％）と

なっている。 
植物種は、コナラが最も多く約17万本となり、中国地方全体の20％を占めている。次いで、

クヌギ及びケヤキがそれぞれ約14万本（17％）となっている。 
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図  4.24 認定登録者による広葉樹苗木生産見込み量［中国地方］  
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表  4.34 認定登録者による広葉樹苗木生産見込み量［中国地方］  

  岡山県 広島県 中国地方 鳥取県 生産見込み量（本） 割合 

コナラ 50,000 36,000 65,000 19,700 170,700 20%

クヌギ 50,000 3,700 34,000 55,500 143,200 17%

ケヤキ 30,000 5,400 90,000 16,700 142,100 17%

ヤマザクラ 50,000 1,400 50,000 17,200 118,600 14%

ヤシャブシ   14,000 41,000 15,300 70,300 8%

ブナ 20,000   8,500 4,400 32,900 4%

ミズナラ 5,000   6,500 10,300 21,800 3%

クリ 20,000       20,000 2%

イロハモミジ     18,000  18,000 2%

トチノキ     10,000 4,300 14,300 2%

ウバメガシ       12,500 12,500 1%

エンジュ 10,000       10,000 1%

ヤマモミジ 5,000     4,300 9,300 1%

ヤマボウシ       8,100 8,100 1%

アキグミ       8,100 8,100 1%

シバグリ       7,500 7,500 1%

カツラ 5,000     2,100 7,100 1%

シラカシ       6,600 6,600 1%

カシワ       4,100 4,100 0%

ヤマハギ   3,000     3,000 0%

ハンノキ       2,200 2,200 0%

ホオノキ       2,200 2,200 0%

オオシマザクラ   1,000     1,000 0%

ケグワ     300  300 0%

生産見込み量（本） 245,000 64,500 323,300 201,100 833,900 100%

割合 29% 8% 39% 24% 100%  

（平成18年度末現在） 
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(8)  九州地方  
九州地方の広葉樹苗木は、宮崎県内で種穂等を採取したもののみとなっており、生産種数

は8種、生産見込み量は約39万本となっている(図 4.25及び表 4.35参照)。 
植物種は、クヌギが最も多く約26万本となり、九州全体の生産見込み量の67％を占めてい

る。次いで、ヤマザクラが約9万本（22％）、ケヤキが約2万本（6％）となっている。 
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図  4.25 認定登録者による広葉樹苗木生産見込み量［九州地方］  
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表  4.35 認定登録者による広葉樹苗木生産見込み量［九州地方］  

 宮崎県 生産見込み量（本） 割合 

クヌギ 264,300 264,300 67%

ヤマザクラ 87,400 87,400 22%

ケヤキ 24,000 24,000 6%

センダン 6,500 6,500 2%

モミジ 3,700 3,700 1%

イチイガシ 3,100 3,100 1%

クスノキ 3,000 3,000 1%

イチョ ウ 1,500 1,500 0%

生産見込み量（本） 393,500 393,500 100%

（平成18年度末現在） 
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4.4  地域性在来緑化植物の供給体制の現状のまとめ 
上述の調査結果を踏まえ、地域性在来緑化植物に係る供給体制の現状について表  4.36に整

理する。 
 

表  4.36 供給体制の現状のまとめ  

項目 内容 
生産・供給量  （社）日本植木協会の「地域性苗木」は、約 114万本（平成 19年 10月）が

生産されている。 
 （社）日本種苗協会では、地域性在来緑化植物に類する緑化材料として約

550kg・28万株（平成 18年度末）の供給実績がある。 
 全国山林種苗協同組合連合会の「広葉樹苗木」は、約 430万本（平成 19年

3月末）が生産見込みとなっている。 
 「地域性苗木」が平成 19年 3月の時点でも同量の生産がなされていると仮

定すると、苗に関しては約 550万本、種子に関しては 15万トン生産・供給

されていることが想定される。 
供給方法  （社）日本種苗協会では、山採りした種子をほ場で育苗して出荷しているも

のが大半を占めている。 
 （社）日本植木協会及び全国山林種苗協同組合連合会では、その生産形態を

考慮すると山採り等により採取した種をほ場で育苗し出荷している。 
 このため、地域性在来緑化植物の供給は、山採りした種子をほ場で育苗して

供給する方法であるといえる。 
今後の供給可

能性 
 「地域性苗木」の生産にあたっては、今後需要があれば現状よりも多く供給

できる又は今後の需要にかかわらず現状と同水準の供給ができると回答し

たものが全体の 8割超となっている。 
 （社）日本種苗協会における今後の供給可能性としては、7社中 2社が需要

があれば現状よりも多く供給できるという回答を得たが、可能性がないとい

う回答も 2社あった。 
 以上から、主に木本苗に関しては需要に応じて十分な供給が可能と考えられ

るが、種子の供給可能性に関しては需要の有無にかかわらず不透明である。 
生産・供給を

促進する条件 
 （社）日本植木協会における「地域性苗木」の生産を促進する条件としては、

「需要情報の公開」、「流通範囲の明確化」があげられている。 
 （社）日本種苗組合での地域性在来緑化植物の供給を促進する条件として

は、「需要情報の公開」、「明確な基準の明示」、「流通範囲の明確化」、「地域

ごとに使用可能な植物種名の提示」があげられている。 
 以上から、地域性在来緑化植物の生産・供給を活性化させるためには、特に

公共サイド等からの需要情報の発信、地域性在来緑化植物の定義等の明確

化、種苗等の採取地に対応可能な流通範囲の明確化に関する検討が求められ

ている。 
生産・供給の

問題点 
 （社）日本植木協会では、問題点として「需要の見通しが不明」、「規格や品

質、数量が揃いにくい」などが多くあげられている。 
 （社）日本種苗協会でも（社）日本植木協会と同様の事項が問題点として多

くあげられている。 
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項目 内容 
 このため、地域性在来緑化植物の生産・供給にあたっては、需要情報の開示

や証明手法の整備、規格や数量が確保しにくい中での発注条件等の柔軟な対

応が求められている。 
生産・供給に

係る要望 
以下に要望としてあげられた主な意見を示す。 

 地域性在来緑化植物の生産・供給にあたっては、予約生産や受注生産の形態

が望ましい。 
 一般緑化材料と異なる独自の基準や、標準的な基準に対して許容する幅が必

要である。 
 公的機関により証明が必要である。 

 
 


